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ご注意
本機は業務用途の使用を対象として製造・販売されています。
本機を使用した音楽等の著作物の録音・ご利用にあたっては、各
著作権者の許諾が必要となる場合があります。
録音・ご利用の前に、各著作物の条件を充分にご確認され、各著
作権者から許諾を得たうえで、本機を適正にご使用くださいます
ようお願いいたします。
弊社では、お客様による権利者等の権利侵害行為について一切の
責任を負いません。
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2 XL-R1

安全上のご注意　ーはじめにお読みくださいー

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。
これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。絵表示の意味
をよく理解してから本文をお読みください。

絵表示について

● この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、
「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容を示
しています。

● この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、
「傷害を負ったり物的損害が想定される」内容を示して
います。

●絵表示の説明
注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

万一、次のような異常が発生し
たときはすぐ使用をやめる。

電源プラグを抜く

分解や改造をしない。
カバーを外さない。

分解禁止分解禁止分解禁止

水場での使用禁止

● 煙が出ていたりへんなにおいがするとき
● 内部に水や異物が入ってしまったとき
● 落としたり、破損したとき
● 電源コードが傷んだとき(芯線の露出や断線など)すぐに
電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。

このような異常が発生したまま使用していると、火災や感
電の原因となります。煙が出なくなるのを確認してから販
売店に修理を依頼してください。お客様による修理は危険
ですから絶対におやめください。

火災や感電の原因となります。
内部の点検や修理は、お買い上げの販売店にご依頼ください。

風呂場やシャワー室では使用し
ない。

本機の中に水が入ると、火災や感電の原因となります。

電源コードを傷つけない。

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。
特に、次のことに注意してください。
● 電源コードを加工しない
● 電源コードを無理に曲げない
● 電源コードをねじらない
● 電源コードを引っ張らない
● 電源コードを熱器具に近づけない
● 電源コードの上に家具などの重い物をのせない

電源プラグは根元まで確実に差
し込む。

差し込みが不完全ですと、発熱したりほこりが付着して火
災や感電の原因となります。また、たこ足配線も、コード
が熱を持ち危険ですのでしないでください。

電源プラグは定期的に清掃す
る。

電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほこりがたまって
湿気を吸うと、絶縁低下を起こして、火災の原因となりま
す。定期的に電源プラグをコンセントから抜き、ゴミやほ
こりを乾いた布で取ってください。

本機の上に水などの入った容器
を置かない。

花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品など水の入った容
器を置かないでください。こぼれたり、中に水が入った場
合は、火災や感電の原因となります。

雷が鳴り出したら、電源プラグ
に触れない。

感電の原因となります。

本機の中に物を入れない。

通風孔やディスク挿入口などから、金属物や燃えやすいも
のが入ると、火災や感電の原因となります。特に小さいお
子様のいるご家庭では注意してください。 接触禁止
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安全上のご注意

交流100V（ボルト）以外の電
源電圧で使用しない。

火災の原因となります。
本機を使用できるのは日本国内のみです。
This set is designed for use only in Japan and
cannot be used in any other country.

本機の包装に使用しているポリ
袋は、小さなお子様の手の届く
ところに置かない。

頭からかぶると窒息の原因となります。

電源プラグは、コードの部分を
持って抜かない。

電源コードを引っ張ると、コードに傷がつき、火災や感電
の原因となることがあります。電源プラグを持って抜いて
ください。

通風孔をふさいだり、風通しの
悪い場所で使用しない。

本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと
内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。特
に次のことに注意してください。
● あお向けや横倒し、逆さまにしない
● 本箱、押し入れなど風通しの悪い狭い所に押し込まない
● テーブルクロスを掛けない
● 本や雑誌などをのせない
● じゅうたんや布団の上に置かない
● 設置するときは、壁などから20cm以上離す
● ラックなどに入れるときは、本機の天面から2cm以上、
背面から10cm以上のすき間を空ける

置き場所に注意する。

次のような所に置くと、火災や感電の原因となることがあ
ります。
● 調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たる所
● 湿気やほこりの多い所
● 熱器具の近くなど高温になる所
● 窓ぎわなど水滴の発生しやすい所

本機の上に重い物を置かない。

テレビなどの重い物や本機からはみ出るような大きな物を
置くと、バランスがくずれて倒れたり、落ちたりして、け
がの原因となることがあります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差
ししない。

ぬれ手禁止

感電の原因となることがあります。

長期間使用しないときは、電源
プラグを抜く。

電源プラグを抜く

電源が切れていても本機には、わずかな電流が流れていま
す。安全および節電のため、電源プラグを抜いてください。

お手入れをするときは、電源プ
ラグを抜く。

電源プラグを抜く

電源が切れていても本機には、わずかな電流が流れていま
す。電源プラグがコンセントに接続されていると、感電の
原因となることがあります。

移動するときは、接続コード類
や電源プラグを抜く。

電源プラグを抜く

接続したまま移動すると、コードが傷つき、火災や感電の
原因となることがあります。

電源プラグが容易に抜き差しで
きる空間を設ける。

一般的注意

本機は電源プラグの抜き差しで、主電源が入ったり切れた
りします。本機を設置するときは、できるだけコンセント
の近くに設置してください。

ぐらついた台の上や傾いた所な
ど不安定な場所に置かない。

バランスがくずれて倒れたり、落ちたりして、けがの原因
となることがあります。

可動部の作動中には無理な操作
を加えない。

一つの動作が終了してから、次の操作に移ってください。
誤動作や故障の原因となることがあります。
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安全上のご注意

3年に一度は内部の清掃を販売店に依頼する。
内部にほこりがたまったまま使用すると、火災の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨
期の前に行なうと、より効果的です。

ディスク挿入口に、手を入れない。

手を挟まれないよう注意

けがの原因になることがあります。特に小さなお子様のいるご家庭ではご注意ください。

はじめから音量を上げすぎない。
突然大きな音が出て、スピーカーを破損したり、聴力障害の原因となることがあります。
電源を切る前に接続したテレビやアンプなどの音量(ボリューム)を下げておき、電源が入ってから徐々に
上げてください。

ヘッドホンを使用するときは、音量を上げすぎないようにする。
耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響をおよぼすことがあります。

欧州連合のリサイクルマークです。
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メモ
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第1章　はじめに

このたびは、XL-R1をお買いあげいただきまして、誠にありがと

うございます。

ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しい取

り扱い方法をご理解いただいたうえで、本製品の性能を十分に発揮

させ、末永くご愛用くださいますようお願い申しあげます。お読み

になったあとは、いつでも見られるところに保管してください。

本機の概要

● CDディスクおよびCFカードをメディアに使った2チャンネル

オーディオレコーダー。

● 1Uのラックマウントサイズ。

● CFカードを使って、サンプリング周波数44.1kHzおよび

48kHz、16ビットのリニアPCMオーディオ（WAV形式）ま

たはMP3オーディオの録音／再生が可能。また、CDディスク

を使って、CD-DAオーディオ（オーディオCD）またはMP3

オーディオの録音／再生、およびWAVオーディオの再生が可

能。

● パラレルおよびシリアルのコントロールポートを装備し、外部

からのコントロールが可能。

● 瞬時に再生が始まるフラッシュスタート機能を装備。

● スピードコントロール、キーコントロールなどの再生コントロ

ールが可能。

● プレイリストやフォルダを使って、再生範囲を自由に設定可能。

● トラック編集が可能。（CFカードに記録されたリニアPCMオー

ディオのみ）

● タイムスタンプ用の時計を内蔵。

● バランスおよびアンバランスのアナログオーディオ入出力とコ

アキシャルタイプのデジタルオーディオ入出力を装備。

● 確実な操作が可能なワイヤードリモコンを付属。

● PS/2キーボードからのコントロールや文字入力が可能。

本製品の構成

本製品の構成は以下の通りです。

なお、本機を開梱する時、損傷を与えないよう慎重に行ってくださ

い。梱包箱と梱包材は後日輸送するときのために保管しておいてく

ださい。

付属品が不足している場合や輸送中の損傷が見られる場合、当社ま

でご連絡ください。

● XL-R1本体 ×1

● リモコン（RM-SRXLR1 / ワイヤー長：5m） ×1

● 電源コード ×1

● ラックマウントビスキット（ビス × 4, ナット × 4）×1

● セキュリティビス ×2

● 保証書 ×1

● 取扱説明書（本書） ×1

本書の表記

本書では以下のような表記を使います。

● 小型カード型のフラッシュメモリのことを「CFカード」と表記

します。

●「CD-DA」形式のことを「オーディオCD」形式と表記する場

合があります。またオーディオCD形式のトラックを記録した

CDディスクを「オーディオCD」と表記する場合があります。

● MP3やWAVファイルを記録したCDを「データCD」と表記

する場合があります。

設置上のご注意

● 本製品の動作保証温度は摂氏5度～35度です。

● 本製品は水平に設置してください。

● 放熱を良くするために、本製品の上には物を置かないでくださ

い。

● パワーアンプなど熱を発生する機器の上に本製品を置かないで

ください。

● 本製品をラックにマウントする場合は、付属のラックマウント

ビスを使って、下図のように取り付けてください。

なお、ラック内部では、本製品の上に1U以上のスペースを開

けてください。

結露について

本製品を寒い場所から暖かい場所へ移動したときや、寒い部屋を暖

めた直後など、気温が急激に変化すると結露を生じることがありま

す。結露したときは約1 ～2 時間放置した後、電源を入れてお使

いください。

製品のお手入れ

製品の汚れは、柔らかい布でからぶきしてください。化学ぞうきん、

ベンジン、シンナー、アルコール等で拭かないでください。表面を

痛めたり色落ちさせる原因となります。

アフターサービス

● この製品には保証書を別途添付しております。保証書は所定事項

を記入してお渡ししておりますので、大切に保管してください。

XL-R1_Dom.qxd  08.9.1  09:36  ページ8



XL-R1 9

第1章　はじめに

● 保証期間はお買い上げ日より1年です。保証期間中は記載内容

によりお買い上げの販売店が修理いたします。その他の詳細に

つきましては保証書をご参照ください。

● 保証期間経過後、または保証書を提示されない場合の修理などに

ついては、お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって

機能を維持できる場合は、お客さまのご要望により有料修理いた

します。

● 万一、故障が発生し修理を依頼される場合は、次の事項を確認

の上、お買い上げの販売店までご連絡ください。

● 型名、型番（XL-R1）

● 製造番号（Serial No.）

● 故障の症状（できるだけ詳しく）

● お買い上げ年月日

● お買い上げ販売店名

CFカードについて

本機はCFカードを使って録音／再生を行うことができます。

本機ではタイプIのCFカードを使用します。タイプIIやマイクロド

ライブは使うことができません。

なお、古いCFカードや一部のCFカードの中には動作スピードの

遅いメモリー部品を使っていたり内部バッファ容量の小さいものが

あります。こうしたCFカードを使うと本機の録音性能に影響を及

ぼす可能性があります。新しいCFカード（特に高密度DSLRカメ

ラ用に作られているもの）は読み書きのスピードが速いだけでなく、

保存容量も大きくなっています。

取り扱い上の注意

CFカードは精密にできています。カードやスロットの破損を防ぐ

ため、取り扱いにあたって以下の点にご注意ください。

● 極端に温度の高いあるいは低い場所に放置しないこと。

● 極端に湿度の高い場所に放置しないこと。

● 濡らさないこと。

● 上に物を乗せたり、ねじ曲げたりしないこと。

● 衝撃を与えないこと。

CD（コンパクトディスク）について

以下のマークがあるコンパクトディスクをお使いください。

取り扱い上の注意

● ディスクは、必ずレーベル面を上にして挿入してください。

● ディスクをケースから取り出すときは、ケースの中心を押しな

がら、ディスクの外周部分を手で挟むように持ってください。

● 信号録音面（レーベルがない面）には触れないでください。

指紋や脂などが付着していると、録音するときにエラーの原因

になることがあります。

● 信号録音面に指紋やほこりがついたら、柔らかい布を使って中

心から外側に向かって軽く拭いてください。

ディスクの汚れは音質低下の原因となりますので、いつもきれ

いに清掃して保管してください。

● ディスクの清掃に、レコードクリーナー、帯電防止剤、ベンジ

ン、シンナーなどの化学薬品を使用することは絶対お止めくだ

さい。表面が変質して再生不能になる恐れがあります。

● ディスクにラベルなどを貼ることはおやめください。盤面にセ

ロハンテープやレンタルCDのシールなどをはがしたあとがある

もの、またシールなどから糊がはみ出ているものは使用しない

でください。そのまま本製品にかけると、ディスクが取り出せ

なくなったり、故障の原因となることがあります。

● 市販のCD用スタビライザーは、絶対に使用しないでください。

再生できなくなったり、故障の原因になります。

● ヒビが入ったディスクは使用しないでください。

● ハート形や名刺形、八角形など特殊形状のCDは、機器の故障の

原因になりますので使用しないでください。

● 本機では、CD規格（CD-DA）に準拠しないディスクについて

は、動作や音質を保証できません。CDを再生する際には、「CD

ロゴマーク」の有無や、パッケージのご注意をお読みになり、

CD規格に準拠するディスクであることをお確かめください。

● CD-RやCD-RWディスクの取り扱いについてご不明な点がある

場合は、ディスクメーカーに直接お問い合わせください。

CD-RディスクとCD-RWディスク

CD-Rディスクには、一度だけしか記録できません。記録したトラ

ック（曲）を消去することもできません。ただし、ファイナライズ

処理を施していないディスクで、ディスクの記録可能時間が残って

いる場合は、追加記録が行えます。記録が終わったCD-Rは、ファ

イナライズ処理を施すことで、一般のCDプレーヤーでも再生でき

るようになります（一部のCDプレーヤーでは再生できないことが

あります）。

CD-RWディスクは、記録可能容量を使いきった場合でも、記録し

た曲を消去すれば繰り返し使用することができます。ただし、消去

できるのは指定した曲から最後に記録した曲までに限られます。途

中の曲だけを消去することはできません。CD-RWは、ファイナラ

イズ処理を施しても、CD-RWに対応したCDプレーヤーでしか再

生できません。

MP3またはWAVフォーマットのファイルを記録したディスクは、

それらに対応したCDプレーヤーでしか再生できません。
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第2章　各部の名称と働き

1POWERスイッチ
電源をオン／オフします。

2POWER ON PLAYスイッチ
パワーオンプレイ機能（電源をオンにすると再生を開始する機
能）のオン／オフを設定します。（ → 26ページ「パワーオン
プレイ」）

3CD挿入部
CDをセットします。（ → 21ページ「CDをセットする」）

4CFカード挿入部
CFカードをセットします。（ → 20ページ「CFカードをセッ
トする」）

5 EJECT（ø）キー
CDをイジェクトします。（ → 21ページ「CDをセットする」）

6LCDディスプレイ
ホーム画面を表示する他、各種メニュー画面、ファインダ画面、
警告メッセージなどを表示します。

7デバイスインジケーター（CD、CF）
カレントデバイスとして選択されているデバイス（CDまたは
CF）のインジケーターが点灯します。デバイス選択操作の途中
およびメディアに書き込み時、点滅します。

8SELECTキー
カレントデバイス（CDまたはCF）を選択します。使用するメ
ディアに応じて選択してください。カレントデバイスのインジ
ケーター（CDインジケーターまたはCFインジケーター）が選
択中は点滅、確定後は点灯します。

9MULTI JOGダイヤル
このダイヤルは、回して使うホイール機能と押して使うキー機
能を兼ね備えています。

［ホイール機能]
ホーム画面表示中、トラックの選択を行います。
プログラム入力時、登録トラックの選択を行います。
メニューモード時、メニュー項目の選択や設定値の選択を行
います。
名前の編集時、文字の選択を行います。
DISPLAY / INFOキーを押しながらMULTI JOGダイヤル
を回すと、ディスプレイのコントラストを調節できます。

［キー機能］
選択や設定を確定します（ENTERキー機能）。
ファインダ画面表示中に長押しすると、反転中のファイルが
移動／コピーの対象になります。（ → 52ページ「ファイル
の移動とコピー」）

0MENUキー
ホーム画面表示中に押すと、メニューモードに入り、MENU画

面が表示されます。
停止中／再生待機中に長押しすると、カレントデバイスおよび
再生エリアの設定に応じたファインダ画面を呼び出します。（ →
45ページ「フォルダファインダ画面を開く」）（ → 54ページ
「CD-DAファインダ画面を開く」）（ → 55ページ「プレイリス
トファインダ画面を開く」）

qÔ / Óキー
再生中／再生待機中に押し続けると、音声を出力しながら早戻
し（レビュー）を行います。
再生中／再生待機中にポンと押すと、タイムスキップを行いま
す。（ → 24ページ「タイムスキップ」）
メニューモード時、手前の階層に戻ります。
再生エリアがFOLDERのとき、停止中に押すことによってカレ
ントフォルダを選択することができます。
再生エリアがPLAYLISTのとき、停止中に押すことによってカ
レントプレイリストを選択することができます。
名前の編集時、カーソルを手前に移動します。

w / Áキー
再生中／再生待機中に押し続けると、音声を出力しながら早送
り（キュー）を行います。
再生中／再生待機中にポンと押すと、タイムスキップを行いま
す。（ → 24ページ「タイムスキップ」）
メニューモード時、次の階層に進みます。
再生エリアがFOLDERのとき、停止中に押すことによってカレ
ントフォルダを選択することができます。再生エリアが
PLAYLISTのとき、停止中に押すことによってカレントプレイ
リストを選択することができます。
名前の編集時、カーソルを次に移動します。（ → 46ページ
「フォルダー名を編集する」）（ → 49ページ「ファイル名を編
集する」）

eTIME / ESCキー
メ二ュー画面やファインダ画面表示中に押すと、ディスプレイ
がホーム画面に戻ります。
ホーム画面表示中に押すと、本機の時間表示モードが切り換わ
ります。（ → 26ページ「再生時間表示モードを切り換える」）
（ → 40ページ「録音時間表示モードを切り換える」）
名前の編集時、カーソル位置の文字を削除できます。また、長
押しするとカーソル位置より後ろの文字を全て消去できます。
デバイス選択操作時に押すと、操作をキャンセルしてホーム画
面に戻ります。

rDISPLAY / INFOキー
ホーム画面表示中に押すと、画面左下の表示が「ファイル名 →
フォルダ／プレイリスト名 → ファイル情報」の順に切り換わ
ります。ファイル／フォルダ／プレイリスト名を表示中にこの
キーを長押しすると、スクロール表示します。

フロントパネル
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第2章　各部の名称と働き

リアパネル

PC等で作成したMP3ファイルで、ID3タグにタイトル情報が
含まれている場合は、ホーム画面でファイル名表示を選択する
と、タイトル名を表示します。
ファインダメニューを表示中、選択しているフォルダやトラッ
クのプロパティ情報を表示します。
名前の編集時、文字種（大文字／小文字）を切り換えます。
このキーを押しながらMULTI JOGダイヤルを回すと、ディス
プレイのコントラストを調節できます。

tCALLキー
このキーを押すと、コールポイント（再生待機状態から最後に再
生を開始したポイント）をサーチして再生待機になります。（ →
30ページ「コール機能」）
名前の編集時、空白（スペース）を挿入できます。
CDとCFカードでのコピー／変換コピーを行う場合、ファイル
の選択／解除を行います。

ySTOPキー
再生や録音を停止します。
停止状態でトラック選択を行っているときに押すと、選択トラ
ックがキャンセルされます。
プログラムモードで停止中に押すと、全てのプログラムがクリ
アされます。
編集操作中に押すと、操作の取り消しを行います。

uPLAYキー
停止中または再生待機中に押すと、再生を開始します。
録音待機中に押すと、録音を開始します。
再生中や録音中、キーが点灯します。

iREADYキー
停止中または再生中に押すと、再生待機になります。
録音中に押すと、録音待機になります。
再生待機中や録音待機中、キーが点灯します。

oRECORD / TRK INCキー
停止中に押すと、録音待機になります。
録音中に押すと、トラック番号がインクリメントされます。
録音中や録音待機中、キーが点灯します。
カレントデバイスにメディアをセットしていないときに押すと
インプットモニターになり、選択中の入力信号が出力されます。
インプットモニター中、キーが点滅します。

pKEYBOARD端子
PS/2キーボードを接続します。
接続するキーボードに合わせて、UT IL ITY メニューの
KEYBOARD項目を設定します。（ → 68ページ「キーボード
タイプの設定」）

aSPEEDつまみ
このつまみを回して、再生スピードの設定を行います。
このつまみを押すと、スピードコントロールのオン／オフが切
り換わります。
このつまみを長押しすると、スピードステップの切り換えモー
ドになります。（ → 27ページ「スピードコントロール再生」）

sPHONESつまみ、PHONES端子
PHONES端子にステレオヘッドホンを接続します。
PHONESつまみを使って、ヘッドホンの音量を調節します。

dANALOG INPUTS L/R（BALANCED）端子
アナログ入力端子（XLRバランス）です。

規定入力レベルは＋4dBu です。

ピン接続は、1番ピン＝グラウンド、2番ピン＝ホット、

3番ピン＝コールドです。

fANALOG INPUTS L/R（UNBALANCED）端子
アナログ入力端子（RCAピンジャック）です。

規定入力レベルは－10dBV です。

gANALOG OUTPUTS L/R（UNBALANCED）端子
アナログ出力端子（RCAピンジャック）です。

規定出力レベルは－10dBV です。

hANALOG OUTPUTS L/R（BALANCED）端子
アナログ出力端子（XLR バランス）です。

規定出力レベルは＋4dBu です。

ピン接続は、1番ピン＝グラウンド、2番ピン＝ホット、

3番ピン＝コールドです。

jDIGITAL IN／OUT（COAXIAL）端子
IEC- 60958 （S/PDIF）に準拠したデジタル入力／出力端子

です。

kCONTROL I/O （RS- 232C）端子
D-Sub 9ピンのRS- 232Cコントロール用I/O 端子です。

外部PC などを接続します。（ → 70ページ「RS-232C端子

を使う」）

lCONTROL I/O （PARALLEL）端子
D-Sub 25 ピンのパラレルコントロール用I/O 端子です。外部

のコントローラーを接続します。ピン配列などについては「パ

ラレル端子を使う」（70ページ）をご覧ください。

;REMOTE IN 端子
専用リモコンRM-SRXLR1を接続します。

zAC IN コネクター
付属の電源コードを接続します。
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第2章　各部の名称と働き

リモートコントロールユニット（RM-SRXLR1）

1 FLASH LOADキー
フラッシュスタートの準備として登録トラックの読み込みを行

います。読み込み完了後はディスプレイに "FLASH" が点灯し

ます。（ → 32ページ「フラッシュスタート機能」）

2DEVICE SELECTキー
本体フロントパネルのSELECTキーと同じ働きをします。

3DISPLAYキー
本体フロントパネルのDISPLAY / INFOキーと同じ働きをし

ます。

4 TIMEキー
ホーム画面表示中に押すと、本機の時間表示モードが切り換わり

ます。（ → 26ページ「再生時間表示モードを切り換える」）（ →

40ページ「録音時間表示モードを切り換える」）

5P.MODEキー
再生モードを切り換えます。再生モードはCONTINUE（通常の

連続再生）、SINGLE（1曲再生）、PROGRAM（プログラム再

生）、RANDOM（ランダム再生）の中から選択できます。（ →

25ページ「再生モード」）

6A. CUEキー
オートキュー機能のオン／オフを切り換えます。（ → 29ペー

ジ「オートキュー機能」）

7A. READYキー
オートレディ機能のオン／オフを切り換えます。（ → 30ペー

ジ「オートレディ機能」）

8 INC PLAYキー
インクリメンタルプレイ機能のオン／オフを切り換えます。

（ → 30ページ「インクリメンタルプレイ機能」）

9KEYキー
キーコントロール再生機能のオン／オフを切り換えます。（ →

28ページ「キーコントロール再生」）

0SYNCキー
シンク録音のオン／オフを切り換えます。（ → 40ページ「シ

ンク録音する」）

qA. TRACKキー
オートトラックモードを切り換えます。OFF、LEVEL、DD、

TIMEの中から選択できます。（ → 42ページ「オートトラック

機能」）

w FINDERキー
カレントデバイスおよび再生エリアの設定に応じたファインダ画

面を呼び出します。（ → 45ページ「フォルダファインダ画面を

開く」）（ → 54ページ「CD-DAファインダ画面を開く」）（ →

55ページ「プレイリストファインダ画面を開く」）

eMENUキー
本体フロントパネルのMENUキーと同じ働きをします。ただし、

長押しによるファインダ画面の呼び出し機能はありません。

rSEARCH（Ô / ）キー
本体フロントパネルのÔ / キーと同じ働きをします。

ただし、メニューモードでは動作しません。

tSKIP（Â / ¯）キー
本体フロントパネルのMULTI JOGダイヤルを回したときと同

じ動作を行います。

ySTOPキー
本体フロントパネルのSTOPキーと同じ働きをします。
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u LCD（＋／－）キー
LCDディスプレイのコントラストを調節します。（ → 19ペー

ジ「コントラストの調整」）

i REPEATキー
リピート再生機能のオン／オフを切り換えます。（ → 26ペー

ジ「通常のリピート再生」）

oA-Bキー
A-Bリピート再生の操作に使います。（ → 27ページ「A-Bリ

ピート再生」）

pSPEED (＋／－）キー
SPEEDキーは、本体フロントパネルのSPEEDつまみを押し

たときと同じ働きをします。

(＋／－)キーは、本体フロントパネルのSPEEDつまみを回し

たときと同じ働きをします。（ → 27ページ「スピードコント

ロール再生」）

a INPUT SELキー
録音入力ソースを切り換えます。ANALOG (RCA)、

ANALOG (XLR)、COAXIALの中から選択できます。（ →

34ページ「入力ソースを選択する」）

sテンキー（0～9）
トラックを選択するときに使います。（ → 23ページ「トラッ

ク番号を指定する」）

dCLR/ESCキー
トラック番号入力操作中に押すと、トラック番号入力の初期状

態に戻ります。

プログラム入力時、トラック番号登録中はトラック番号が取り

消され、それ以外は最後に登録されたプログラムが削除されま

す。（ → 25ページ「プログラム再生」）

メニュー画面やファインダ画面表示中に押すと、ディスプレイ

がホーム画面に戻ります。

fCURSOR（ §, ¶, ˙, ¥ ）キー
メニュー操作時に使います。CURSOR § / ¶キーは、上下の

項目選択や値の選択を行います。CURSOR ˙キーはメニュー

階層を戻るときに使い、CURSOR ¥キーはメニュー階層を進

むときに使います。

g ENTERキー
フロントパネルのMULTI JOGダイヤルを押したときと同じ動

作を行います。

hRECORDキー
本体フロントパネルのRECORDキーと同じ働きをします。

第2章　各部の名称と働き

jCALLキー
本体フロントパネルのCALLキーと同じ働きをします。

（ → 30ページ「コール機能」）

kREADYキー
本体フロントパネルのREADYキーと同じ働きをします。

lPLAYキー
本体フロントパネルのPLAYキーと同じ働きをします。
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第2章　各部の名称と働き

ホーム画面

ディスプレイに表示される基本画面をホーム画面と呼びます。

ホーム画面以外の画面を表示中、TIME / ESCキー（またはリモコンの CLR/ESCキー）を押すとホーム画面に戻ることができます。

ホーム画面は、以下の情報を表示します。

1再生エリア
設定中の再生エリアを表示します。

2再生モード
設定中の再生モードを表示します。

3入力ソース
設定中の入力を表示します。

4レベルメーター
再生中は再生レベル、録音中／録音待機中は録音レベルを表示

します。

5カレントデバイス
カレントデバイス（ "CD" または "CF" ）が表示されます。た

だし、カレントデバイスがCDで、CD-RWあるいはCD-Rディ

スクがセットされている場合、それぞれ、"CDRW" 、"CDR"

と表示されます。

6時間表示モード
選択中の時間モードを表示します。

7カウンター
トラック番号および時間を表示します。

時間は選択中の時間表示モードに基づいて表示されます。

8情報表示
ファイル名などを表示します。

9TOC
ファイナライズ済みのCDをセットして、本機がTOC情報の読

み込みを完了すると "TOC" が点灯します。
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第2章　各部の名称と働き

各種インジケーター

再生／停止時と録音／録音待機時とで、表示内容が異なります。

再生時／停止時

1REPEAT
リピートモード中に点灯します。

2A-B
A-Bリピートモード中に点灯します。

3SPEED
スピードコントロール機能が有効なとき点灯します。

4KEY
キーコントロール機能が有効なとき点灯します。

5A_CUE
オートキュー機能が有効なとき点灯します。

6A_READY
オートレディ機能が有効なとき点灯します。

7 INC_PLAY
インクリメンタルプレイ機能が有効なとき点灯します。

8FLASH
フラッシュロードが完了しているとき点灯します。

録音時／録音待機時

9FILE
録音ファイルフォーマット（ WAV、MP3またはCD-DA )を

表示します。

0FS
録音ファイルのサンプリングレートを表示します。

qBIT
録音ファイルのビットレートを表示します。（MP3ファイルの

み）

wA_TRACK
オートトラック機能が有効なときに点灯します。

eSYNC
シンク録音が有効なときに点灯します。

rSRC
サンプリングレートコンバーター機能が有効なときに点灯しま

す。

tCOMP
コンプレッサー機能が有効なときに点灯します。

yVOLUME
録音ボリュームを表示します。
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→P30

第3章　メニュー画面

本機はメニューシステムを使って各種初期設定を行います。

MENUキーを押すとメニューモードに入り、メインメニューリス

ト画面が表示されます。

［CFデバイス選択時のMENU]

［CDデバイス選択時のMENU]

メニューの構成

以下の4つのメインメニューがあります。

PLAYメニュー：再生に関するメニューです。

RECメニュー：録音に関するメニューです。

UTILITYメニュー：本機の環境設定などを行うメニューです。

CDメニュー：CD特有の操作に関するメニューです。

以下に、各メニューの項目概要を表にまとめます。

CD

FINALIZE
CD-R/CD-RWの
ファイナライズ

→P38

ERASE CD-RWの消去 →P65

BURN TO CD
CFからCDへの
書き込み

→P58

RIP TO CF
CDからCFへの
書き込み

→P62

UTILTIY

MEMORY
FORMAT

CFカードの
フォーマット

→P67

LCD
BRIGHTNESS

ディスプレイの輝度
設定

→P20

KEYBOARD
PS/2キーボード
タイプの設定

→P68

CLOCK ADJUST 内蔵時計の時刻設定 →P19

RS-232C RS-232Cの通信設定 →P70

INFORMATION
本機の動作時間や
メディア情報を表示

→P67

FACTORY
PRESET

工場出荷時設定に戻す →P67

メニュー画面の操作

画面内の操作は、以下の要領で行います。

● 項目を選択する（画面の縦方向の選択）には：

本体ではMULTI JOGダイヤルを回します。

リモコンではCURSOR § / ¶キーを使います。

● 反転表示した項目を確定するには：

本体ではMULTI JOGダイヤルを押します。

リモコンではENTERキーを押します。

● カーソルを左右に移動するには：

本体ではÔ / キーを使います。

リモコンではCURSOR ˙ / ¥キーを使います。

メ二ュー
項目

サブメ二ュー
項目

機能
参照
ページ

REC

INPUT SELECT 入力ソースの選択 →P34

INPUT VOLUME 入力ボリュームの設定 →P36

REC FORMAT
録音ファイルのフォー
マット設定

→P35

SYNC シンク録音の設定 →P40

AUTO TRACK
オートトラックイン
クリメントの設定

→P42

PREFERENCE
各種録音プリファ
レンス設定

→P36～

メ二ュー
項目

サブメ二ュー
項目

機能
参照
ページ

PLAY

PLAY AREA 再生エリアの設定 →P22

PLAY MODE 再生モードの設定 →P25

AUTO CUE
オートキューの
オン／オフ設定

→P29

REPEAT
リピート再生の
オン／オフ

→P26

KEY
キーコントロールの
オン/オフ設定

→P28

PREFERENCE
各種再生プリファ
レンス設定

→P31～

AUTO READY
オートレディの
オン／オフ

CDデバイス選択時であっても、CDがセットされていないと

CDメニューを選択することができません。

メ モ
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第3章　メ二ュー画面

● 画面に表示されていないサブ画面（右側に¥が表示されます）

に進むには：

本体ではキーを押します。

リモコンではCURSOR ¥キーを押します。

● メニュー階層をひとつ戻るには：

本体ではÔキーを押します。

リモコンではCURSOR ˙キーを押します。

● メニューモード中、直接ホーム画面に戻るには：

本体ではTIME / ESCキーを押します。

リモコンではCLR/ESCキーを押します。

現在表示されているリストの上または下にも項目がある場合、

画面の上部に § または下部に ¶ が表示されます。

以下に具体例として、PLAYメニューのAUTO CUE項目を

ONに設定し、さらにオートキューレベルを変更する手順を説

明します。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. メニューを選択します。

本体操作の場合：

MULTI JOGダイヤルを回してPLAY項目を反転し、MULTI

JOGダイヤルを押します。

リモコン操作の場合：

CURSOR § / ¶キーを使ってPLAY項目を反転し、ENTER

キーを押します。

3. AUTO CUE項目を選択します。

本体操作の場合：

MULTI JOGダイヤルを回してAUTO CUE項目を反転し、

MULTI JOGダイヤル（またはキー）を押します。

リモコン操作の場合：

CURSOR § / ¶キーを使ってAUTO CUE項目を反転し、

ENTERキー（またはCURSOR ¥キー）を押します。

メ モ

4. AUTO CUE項目をONに設定します。

本体操作の場合：

MULTI JOGダイヤルを回してONを反転します。

リモコン操作の場合：

CURSOR § / ¶キーを使ってAUTO CUE項目を反転しま

す。

5. AUTO CUEのサブ画面に進みます。

本体操作の場合：

キーを押します。

リモコン操作の場合：

CURSOR ¥キーを押します。

6. AUTO CUE LEVELを希望の値に設定します。

本体操作の場合：

MULTI JOGダイヤルを回して値を選択します。

リモコン操作の場合：

CURSOR § / ¶キーを使って値を選択します。

7. ホーム画面に戻ります。

本体操作の場合：

TIME / ESC キーを押します。

リモコン操作の場合：

CLR/ESC キーを押します。
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第4章　準備

接続する

ヘッドホンの接続
PHONES端子にステレオヘッドホンを接続します。ボリュームは

PHONES端子のすぐ上のPHONESつまみで調節します。

PS/2キーボードの接続
ファイル（トラック）名やフォルダ名の入力の他に、キーボードか

らの操作が可能です。（ → 68ページ「コンピュータキーボードを

使った操作」）

オーディオ機器の接続（入力）
外部のオーディオソース（CDプレーヤー、ミキサーなど）を、本

機の ANALOG INPUTS (BALANCED)端子、ANALOG

INPUTS (UNBALANCED)端子、DIGITAL IN端子に接続しま

す。

入力選択はRECメニューの INPUT SELECT項目を使って行いま

す。

入力ボリュームをRECメニューの INPUT VOLUME項目を使っ

て調節することができます。

オーディオ機器の接続（出力）
外部のモニターシステムやミキサーなどを、本機のANALOG

OUTPUTS (BALANCED)端子、ANALOG OUTPUTS

(UNBALANCED)端子、DIGITAL OUT端子に接続します。

ヘッドホン

キーボード

コンピューター 外部コントローラー 電源コード
ミキサー

パソコン
本機のRS-232C端子とパソコンのRS-232C端子を接続するこ

とによって、パソコンから本機をシリアル制御することができます。

接続後、本機の通信設定を正しく行います。（ → 70ページ「RS-

232C端子を使う」）

パラレル制御のコントローラー
外部のコントローラーから本機をパラレル制御するときには、

PARALLEL端子（25ピンD-Sub コネクター）を使います。

PARALLEL端子のピン配列については「パラレル端子を使う」

（70ページ）をご覧ください。

電源コード
● AC INコネクターに付属の電源コードを接続します。電源コー

ドのプラグ部分（本機側）は根元までしっかり差し込んでくだ

さい。

● 電源プラグをコンセントに接続します。
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第4章　準備

電源を入れる

POWERスイッチを押して電源をオンにします。

本機が起動し、起動画面が表示されます。

カレントデバイスにメディアがセットされていないとき、ディスプ

レイに "NO MEDIA" と表示されます。

メディアがセットされているときは、ディスプレイに "MEDIA

READING" と表示され、メディアの読み込みが行われます。読み

込みが終了するとホーム画面に変わります。

電源を切るには：

特別な終了動作は不要です。POWERスイッチを押して、電源を

切ります。

デバイスインジケーター（ CDまたはCF ）点滅時（書き込み

中）は、電源を切らないでください。

日時を設定する

本機内蔵の時計の日時を設定します。録音を行うとき、オーディオ

ファイルのデータとして日時が記録されます。

1. MENUキーを押してメニューリスト画面を表示します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）UTILITYを反転し、MULTI

JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）を押します。

UTILITYメニューを選択する画面になります。

3. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）CLOCK ADJUSTを反転し、

本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押

します。

クロック設定画面になります。

ご注意

4. 本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）

を押します。

西暦の下2桁が反転表示されます。

5. 以下の要領で日時を設定します

● 本体のÔ / キー（またはリモコンのCURSOR ˙ /

¥キー）を使って設定したい項目を反転表示させます。

● 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを押して）反転表示された項目を変更し

ます。

6. 設定を終えたら、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコ

ンのENTERキー）を押して、日時を確定します。

ディスプレイを調整する

必要に応じて、ディスプレイのコントラストと明るさを調節するこ

とができます。

コントラストの調整

DISPLAY / INFOキーを押しながらMULTI JOGダイヤルを回す

ことにより（またはリモコンのLCD ＋／－キーを使って）、本機

のディスプレイのコントラストを調節することができます。

XL-R1_Dom.qxd  08.9.1  17:12  ページ19



20 XL-R1

第4章　準備

明るさの調整

UTILITYメニューのLCD BRIGHTNESS項目を使って、バック

ライトの明るさを調整することができます。

1. MENUキーを押してメインメニューリストを表示します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを使って）UTILITY項目を反転し、本

体のMULTI JOGダイヤルまたはキーを押します（リモコ

ンの場合、ENTERキーまたはCURSOR ¥キーを押します）。

3. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを使って）LCD BRIGHTNESS項目を

反転し、本体のMULTI JOGダイヤルまたはキーを押し

ます（リモコンの場合、ENTERキーまたはCURSOR ¥キー

を押します）。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを使って）明るさを調節します）。

CFカードをセットする

電源のオン／オフ、カレントデバイスの選択にかかわらず、い

つでもカードをセットすることができます。

1. CFカード用スロットのドアを開きます。

メ モ

2. CFカードを正しい向きに挿入します。

ラベル面を上、端子部を奥にして挿入します。

3. ドアを閉じます。

スロットのドアが閉まらない場合、一度カードを抜き、カード

挿入口の右にある四角ボタンを押し込んでから、再度カードを

入れてください。

カレントデバイスがCFの場合、電源がオンのときにカードがセッ

トされると、ディスプレイに "MEDIA READING" と表示されま

す。

電源がオフのときにセットされた場合は、電源オン時に起動画面表

示後、"MEDIA READING" と表示されます。

セキュリティについて

付属のセキュリティビスを使って、CFカード用スロットのドアを

ロックすることができます。

セキュリティビスの取り付け／取り外しは、プラスドライバーを使

って行ってください。

お買い上げ時は、セキュリティビスの穴にゴムキャップが取り

付けられています。あらかじめ引っぱって外してください。

メ モ

メ モ

CF
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第4章　準備

カードを取り出すには

電源をオフにするか、動作を停止してから、カードを取り出します。

記録中（CFインジケーター点滅中）は絶対にカードを取り出さな

いでください。

1. ドアをロックしている場合は、ドライバーを使用してセキュリ

ティビスを外します。

2. CFカード用スロットのドアを開きます。

3. カード用スロットの右にある四角ボタンを押すと、ボタンが出

てきます。

4. 出てきた四角ボタンを押し込むと、カードが一部排出されます。

5. 手でつまんでカードを引き出します。

CDをセットする

カレントデバイスにかかわらず、電源がオンのときはいつでも

CDをセットすることができます。

1. 図のようにレーベル面を上にしてディスクの側面を持って、途

中までディスクを挿入してください。

2. さらにディスクを押していくと、ディスクが挿入口に隠れる直

前で自動的に引き込まれます。

ディスクがうまく入らないとき

● ディスクが引っかかる等、押しにくい時は、無理に押し込まず

に一度ディスクを抜いてEJECTキーを押してから、再度入れ

直してください。（無理に押し込むと、製品を破損する場合があ

ります。）

● 8センチCDを挿入するときは、挿入口の奥までディスクを挿

入してください。

メ モ

CDを取り出すには

EJECTキーを押します。

ディスクが途中まで排出されますので、指で引き抜きます。

CFカードの再生中はCDを取り出すことができません。STOP

キーを押してCFカードの再生を停止してから、ＥＪＥＣＴキー

を押してください。

デバイスを選択する

本機を使って作業を行う前に、使用するメディア（CDまたはCF

カード）に応じてデバイス（CDまたはCF）を選択します。選択

中のデバイスを「カレントデバイス」と呼びます。

デバイスを選択するには、本体のSELECTキーまたはリモコンの

DEVICE SELECTキーを押して希望のデバイスのインジケーター

（ "CD" または "CF" ）を点滅させ、本体のMULTI JOGダイヤル

またはリモコンのENTERキーを押して確定します（デバイスイン

ジケーターが点灯に変わります）。

デバイス選択操作を取り消す場合、本体のTIME / ESCキー（ま

たはリモコンのCLR/ESCキー）を押します。

ご注意
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第5章　再生

CDまたはCFカードに収録されているオーディオファイルの再生

機能を説明します。

以下の説明では、オーディオファイルが記録されたCDまたはCF

カードが本機にセットされ、本機の電源がオンになっていて、カレ

ントデバイス（CDまたはCF）が適切に選択されていることを前

提にしています。（ → 21ページ「デバイスを選択する」）

再生可能なファイル

本機では以下のフォーマットのファイルを再生することができま

す。

CFカード使用時：

● WAVフォーマットのファイル

ステレオおよびモノラル、サンプリング周波数44.1kHzおよ

び48kHzのWAVファイルを再生できます。

● MP3フォーマットのファイル

ステレオおよびモノラル、サンプリング周波数44.1kHzおよ

び48kHz 、ビットレート64kbps ～320kbpsのMP3ファ

イルを再生できます。

CD使用時：

● CD-DA（オーディオCD）フォーマットのファイル

市販のオーディオCDや、オーディオCDフォーマットで記録

したCDを再生できます。
● WAVフォーマットのファイル

ステレオおよびモノラル、サンプリング周波数44.1kHzおよ

び48kHzのWAVファイルを再生できます。
● MP3フォーマットのファイル

ステレオおよびモノラル、サンプリング周波数44.1kHz およ

び48kHz 、ビットレート64kbps ～320kbpsのMP3ファ

イルを再生できます。

MP3ファイルの圧縮方式がVBRのファイルについて
VBRのファイルはフォーマット上の制約により正確な位置検出

ができません。そのため、タイムスキップ、コール、A-Bリピー

トのA点設定など、トラック途中でのポイント設定が必要になる

機能を本機で行う場合、設定時のポイントと再生を開始するポイ

ントで若干のズレが生じることがあります。

● 上記のファイルフォーマットであれば、本機で録音したファイ

ルでなくても再生することができます。

例えば、パソコンあるいは他のオーディオ機器を使用し、上記

の要件を満たすファイルをCDやCFカードに書き込み、そのメ

ディアを本機にセットして再生することができます。

したがって、本機の再生素材を作成する際に効率的に作業を行

うことが出来ます。
● 本機では、8センチCDの再生および8センチCD-R/RWの再

生・録音が可能です。

ヒント

ご注意

トラックとファイル

メディア上にはオーディオデータが「オーディオファイル」として

保存されています。これらのファイルは、本機では「トラック」と

して扱われます。

したがって、本書における再生や録音の説明では、オーディオファ

イルのことを「トラック」と呼び（場合によって「曲」と呼ぶ場合

もあります）、メディア管理などの説明では主にファイルと呼びま

すが、実体としては同じものを指すとご理解ください。

再生エリア

ホーム画面上で選択できる再生トラックの範囲を「再生エリア」と

呼びます。

オーディオCDの場合は、常にディスク全体が再生エリアになり

ます。WAVファイルやMP3ファイルを記録したCD、および

CFカードでは、再生エリアを設定することができます。

メディア上に多数のファイルが記録されている場合など、選択範囲

を限定することによりトラック選択が容易になります。

再生エリアのタイプを選ぶ

メニューを使って、再生エリアのタイプを設定します。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. 停止、またはメディアがセットされていない状態で、MENUキー

を押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. PLAYメニューを選択します。

3. PLAY AREA項目を選択します。

4. 希望の再生エリアのタイプを設定します。

CFカード使用時は、ALL、FOLDER、PLAYLISTの中から選

択できます。

データCD使用時は、ALL、FOLDERのいずれかを選択できま

す。

オーディオCD使用時は、常にALLです。

5. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

ホーム画面の左上部に、再生エリアのタイプが表示されます。

再生エリア設定は、電源を切っても保持されます。

メ モ
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カレントフォルダ、カレントプレイリストを選ぶ

再生エリアをフォルダやプレイリスト（CFカード使用時のみ）に

設定した場合、ホーム画面表示中で本機が停止中に、本体のÔ /

キー（またはリモコンのSEARCH Ô / キー）を使っ

て、再生対象とするフォルダやプレイリストを選択することができ

ます。これらのフォルダ、プレイリストをそれぞれ「カレントフォ

ルダ」、「カレントプレイリスト」と呼びます。

● フォルダファインダ画面やプレイリストファインダ画面から、

「カレントフォルダ」や「カレントプレイリスト」を選択する

こともできます。（ → 45ページ「フォルダファインダを使う」）

（ → 55ページ「プレイリストの編集[CFのみ]」）

● WAV形式、MP3形式のオーディオファイルの場合、本機で再

生可能なトラック数は、最大999トラックです。

999以上のトラックが記録されているメディアを本機にセット

した場合、本機のシステム上のルールに基づいて選択された

999トラックが再生可能となります。それ以外のトラックは、

再生や編集を行うことができません。

● オーディオCD（CD-DA）形式のオーディオファイルの場合、

本機で再生可能なトラック数は、最大99トラックです。

再生の基本操作

ここでは、再生、一時停止、停止などの基本操作について説明しま

す。

以下の説明では、必要な接続を終え、本機の電源がオンになってい

て、オーディオファイルが記録されたメディアがカレントデバイス

にセットされ、ディスプレイがホーム画面を表示していることを前

提にしています。

再生する

再生を始めるには、PLAYキーを押します。

本機で再生可能なオーディオファイルがメディア上に記録され

ていない場合、カウンター表示部（トラック番号および時間表

示）がすべてゼロ表示になります。

● 再生を停止するには

STOPキーを押します。

● 再生を一時停止するには

READYキーを押します。

なおこの取扱説明書では、特に断らない限り、再生モードが

CONTINUE（連続再生モード）に設定されているものとして説明

しています。

メ モ

メ モ

トラックを選ぶ

再生エリアに複数のトラックが存在するときの選曲方法を説明しま

す。選曲方法には、前後のトラック番号に移動する方法（スキップ）

と、トラック番号を直接指定する方法があります。

前後のトラックにスキップする

フロントパネルのMULTI JOGダイヤルを回すと（またはリモコ

ンのSKIPキーを押すと）前後のトラックにスキップします。

● MULTI JOGダイヤルの場合、右に回すと次のトラック、左に

回すと手前のトラックにスキップします。

● SKIPキーの場合、¯ キーを押すと次のトラック、Â キー

を押すと手前のトラックにスキップします。

トラックを選択した後、フロントパネルまたはリモコンのPLAY

キーを押すと、トラックの再生が始まります。

また、PLAYキーの代わりにフロントパネルまたはリモコンの

READYキーを押すと、選択したトラックの先頭で一時停止します。

トラック番号を指定する

リモコンのテンキー（ 0 ～9 ）を使用して、再生するトラック番

号を直接指定することができます。

トラック番号はオーディオCDフォーマットの場合は最大2桁、

WAVフォーマットおよびMP3フォーマットの場合は最大3桁で

す。

1. リモコンのテンキー（ 0 ～9 ）を使って、トラック番号を入力

します。トラック番号は高い桁の数字から順に入力します。

● トラック1 を指定する場合：

1 キーを1 回押す。

● トラック12 を指定する場合：

1 キー→2 キーの順に押す。

2. PLAYキーを押します。

選択したトラックの再生が始まります。

また、この手順でPLAYキーの代わりにリモコンのREADYキ

ーを押した場合は、選択したトラックの先頭で一時停止状態に

なります。

● PLAYキーを押す代わりにMULTI JOGダイヤルを押して（ま

たはリモコンのENTERキーを押して）、選択したファイルを再

生することもできます。

● プログラム、ランダムモード時はテンキーによるトラック指定

は出来ません。

メ モ
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早送り／早戻しサーチ

音声を聞きながらトラック内を早送り／早戻しサーチすることがで

きます。

1. 希望のトラックを再生または一時停止にします。

2. キーまたはÔキーを押し続けます。

早送り／早戻しサーチが始まります。

3. サーチを止めるには、押し続けているキーを離します。

サーチを始める前の状態（再生または一時停止）に戻ります。

タイムサーチ

本機が停止中、再生中または一時停止中、指定したトラックの指定

時間にロケートすることができます。

再生モードがプログラムモードまたはランダムモード時は、タ

イムサーチを行うことができません。

1. リモコンのテンキー（0～9）を使って、以下の順に数字を入

力します。

● WAV、MP3フォーマットの場合

● トラック番号：3桁

● トラックの先頭からの経過時間（XX時／XX分／XX秒)：そ

れぞれ2桁

● オーディオCDフォーマットの場合

● トラック番号：2桁

● トラックの先頭からの経過時間（XX分／XX秒）：それぞれ2

桁

例えば、MP3フォーマットのトラック2 の先頭から1 分30 秒の

位置を指定する場合、以下の順にキーを押します。

0 → 0 → 2 → 0 → 0 → 0 → 1 → 3 → 0 

9桁の数字入力を終えた時点で、自動的に指定位置にロケートしま

す。

また、オーディオCDフォーマットのトラック2の先頭から1 分

30 秒の位置を指定する場合、以下の順にキーを押します。

0 → 2 → 0 → 1 → 3 → 0

6桁の数字入力を終えた時点で、自動的に指定位置にロケートしま

す。

ロケート前の本機の状態が停止中または再生中の場合、ロケート後

に再生を始めます。ロケート前の本機の状態が一時停止中の場合、

ロケート後に一時停止します。

現在の再生エリアに存在しないトラック番号や、トラック内に

存在しない時間を指定すると、その時点で設定操作が解除され

ます。

メ モ

メ モ

途中まで指定してタイムサーチを行う

数字入力を最後の秒桁まで完了する前にリモコンのENTERキー

（またはPLAY、READYキー）を押すと、その時点での指定位置

にロケートします。

例えば、MP3形式のトラックを収録したCD使用時に、" 0 → 0

→ 2 → 0 → 0 → 1 → 2 " と入力してENTERキーを押すと、ト

ラック2の先頭から12分の位置にロケートします。

ロケート後の動作は、ENTERキー押しの場合はロケート前の状態

に応じて再生または一時停止します。PLAYキー押しの場合は再生

を開始します。READYキー押しの場合は一時停止します。

● この方法の場合、最後に入力する桁（トラック、時、分、秒）

の中では頭の0を（トラック桁の場合は00も）省略できます。

例えば、MP3形式のトラックを収録したCD使用時に、トラッ

ク2の2分の位置にロケートする場合、" 0 → 0 → 2 → 0 →

0 → 2 " と入力してENTERキーを押します。

● トラック番号のみを入力してENTERキー（またはPLAYキー

またはREADYキー）を押す操作は、「トラック番号を指定する」

（23ページ）と同じです。

タイムスキップ

再生中または一時停止中、1分単位で、現在位置の前後にスキップ

することができます。

1. 再生中または一時停止中、Ô / キーを押します。

現在の位置から1分後ろ、または1分手前の位置にロケートし

ます。ロケート後の動作はロケート前の動作に従います。

● トラックの先頭から1分未満の位置でÔキーを押した場合、

現在のトラックの先頭にロケートします。

● トラックの先頭から１秒未満の位置でÔキーを押した場合、

前のトラックの終わりから１分前の位置にロケートします。た

だし、カードまたはプログラムの先頭トラックの場合、現在の

トラックの先頭で一時停止します。

（ランダム再生時、トラックの先頭から1 秒未満の位置でÔ

キーを押した場合も、トラックの先頭にロケートします。）

● トラックの残り時間が１分未満の位置でキーを押した場

合、次のトラックの先頭にロケートします。ただし、カードま

たはプログラムの最終トラックの場合、現在のトラックの最後

で一時停止します。

メ モ

メ モ
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本取扱説明書では、特に断らないかぎり、再生モードが連続再

生モードに設定されている前提で説明を行います。

メニューを使って本体から設定する

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. 停止状態でMENUキーを押してメニューモードにします。

2. MULTI JOGダイヤルを回してメニュー項目 "PLAY" を反転

し、MULTI JOG ダイヤルを押します。

3. PLAY MODE項目を選択します。

メ モ

ディスプレイ表示 再生モード

CONTINUE 連続再生

SINGLE シングル再生

PROGRAM プログラム再生

RANDOM ランダム再生

再生モード

本機は以下の4種類の方法（再生モード）で、再生エリア内のトラ

ックを再生することができます。

連続再生（初期設定）

再生エリア内のトラック番号順に再生します。

シングル再生

現在選択されているトラックだけを再生し、再生後に停止します。

プログラム再生

プログラム登録した順序でトラックを再生します。（ → 25ページ

「プログラム再生」）

ランダム再生

再生エリア内のすべてのトラックを、トラック番号に関係なく、ラ

ンダムに再生します。全トラックの再生を終えると停止します。

再生モードを設定する

再生モードの選択は、リモコンの専用キーを使用して簡単に行うこ

とができます。また、本体で選択するには、メニューモードを使用

します。

リモコンの専用キーで設定する

1. 停止中またはメディアがセットされていないとき、リモコンの

P.MODEキーを押すたびに、再生モードが切り替わります。ホ

ーム画面に、現在選ばれているモードが次のように表示されま

す。

4. MULTI JOGダイヤルを回して、再生モードを選びます。

5. TIME / ESCキーを押して、ホーム画面に戻ります。

変更した再生モードは、電源を切っても保持されます。

プログラム再生

あらかじめプログラム登録した順序でトラックを再生します。プロ

グラムできるトラック数は最大99トラックです。

1. 停止状態で、再生モードをプログラム再生モードに設定します。

（ → 25ページ「再生モードを設定する」）

2. リモコンのテンキー（0～9）を使ってプログラムするトラッ

ク番号を入力し、ENTERキーを押して確定します。

トラックがプログラムに登録されます。

本体で操作を行う場合、MULTI JOGダイヤルを回してトラッ

クを選び、MULTI JOGダイヤルを押します。

3. 手順2.を繰り返して、希望のトラックを順次、プログラムに登

録します。

画面には、プログラム番号とトータル時間が表示されます。

● 同じトラックを繰り返しプログラムすることも可能です。

● リモコンのCLR/ESCキー（または本体のTIME/ESCキー）

を押すと、最後にプログラムしたトラックがプログラムから削

除されます。

● 100曲以上をプログラムしようとすると、エラーメッセージ

"PROGRAM FULL" が表示されます。プログラムできるのは

99曲までです。

● WAVファイル、MP3ファイルの場合、プログラムしたトラッ

クの総再生時間が99時間59分59秒を超えると "- - H - - M -

- S" と表示されます。オーディオCDの場合、99分59秒を超

えると "- - M - - S" と表示されます。

● 本機以外でWAVファイルやMP3ファイルを記録したCDの場

合、トータル時間が表示されず、時間表示部は "- - H - - M - -

s" 表示になります。

4. PLAYキーを押してプログラム再生を始めます。

● プログラム再生モードでは、トラックが1 つもプログラム登録

されていないときは、再生が行われません。

● 停止中にSTOPキーを押すと、すべてのプログラム登録データ

がクリアされます。

● 再生モードを切り替えると、プログラム登録データがクリアさ

れます。

● 本体の電源を切ると、プログラム登録データがクリアされます。

メ モ

メ モ

メ モ

メ モ

XL-R1_Dom.qxd  08.8.12  15:50  ページ25



26 XL-R1

第5章　再生

再生時間表示モードを切り換える

ホーム画面に表示される再生時間表示モードを選択することができ

ます。

1. 本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのTIMEキー）を押

します。

キーを押すたびに4種類の時間表示が切り替わります。現在選

ばれている表示モードは、時間表示部の上に点灯表示されます。

点灯なし

現在のトラックの経過時間を表示します。

"REMAIN" が点灯

現在のトラックの残り時間を表示します。

"TOTAL" が点灯

再生エリアの先頭からの経過時間を表示します。

"TOTAL" と "REMAIN" が点灯

再生エリアの残り時間を表示します。

● 停止中は、"TOTAL"、"REMAIN" の点灯状態にかかわらず、

常に再生エリアのトータル再生時間を表示します。

● 本機以外の機器（パソコンなど）を使ってWAVファイルや

MP3ファイルを記録したCDの場合、停止中のトータル時間、

再生中のトータル経過時間およびトータル残り時間が表示され

ません（トラック数あるいはトラック番号のみが表示され、時

間表示部は－－表示になります）。ただし、本機で全トラックの

再生を行った後では時間が表示されます。

● プログラムモードでは、再生エリア全体ではなくプログラム全

体の経過時間と残り時間を表示します

● 時間表示モード設定は、電源を切っても保持されます。

● 録音中／録音待機中の時間表示については、「録音時間表示モー

ドを切り換える」（40ページ）をご覧ください。

メ モ

パワーオンプレイ

パワーオンプレイ機能は、電源を入れると自動的に再生を始める機

能です。

この機能をオンに設定し、POWERスイッチを押し込んだ状態で、

市販のタイマーなどを使って本機の電源を入れると、電源オフ時に

カレントデバイスにセットされていたメディアが自動的に再生され

ます

1. 本機の電源がタイマーの電源出力から供給されるように、本機

をタイマーに接続します。

2. 再生する準備をします。

デバイスを選択し、カレントデバイスにメディアをセットしま

す。

再生エリアや再生モードなど、必要な設定を行います。

3. 本体のPOWER ON PLAYスイッチをPLAY側に設定します。

4. タイマーを希望の時刻に設定します。

設定した時刻になると本機の電源がオンになり、自動的に再生

を始めます。

リピート再生

再生エリアの全トラックを繰り返し再生したり、トラック内の任意

の区間を繰り返し再生（A- Bリピート再生）することができます。

通常のリピート再生

リモコンのREPEATキーを押してリピート再生をオンにすると、

再生エリア内のすべてのトラックを繰り返し再生します。（本体で

選択するには、メニューモードを使用します。）

PLAYメニューのREPEAT項目を使って、本体からリピート

再生をオンにすることもできます。

ディスプレイに "REPEAT" が点灯します。

この状態で、再生エリア内のすべてのトラックを繰り返し再生でき

ます。

再生中にリピート再生をオンにした場合は、そのまま再生を続け、

再生エリアの最後まで再生すると先頭に戻って再生を続けます。停

止中にオンにした場合は、PLAYキーを押すとリピート再生が始ま

ります。

リピート再生をオフにするには、リモコンのREPEATキーをもう

一度押します（またはPLAYメニューのREPEAT項目をOFFに

設定します）。

ディスプレイに "REPEAT" が消灯します。

● リピート再生をシングル再生、プログラム再生、ランダム再生

と組み合わせることにより、1 曲リピート、プログラムリピー

ト、ランダムリピートが可能です。

● リピート機能のオン／オフ設定は、電源を切っても保持されま

す。

メ モ

メ モ
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A-B リピート再生

トラック内の任意の区間（A-B）を指定して、繰り返し再生します。

1. 再生中または一時停止中に、リピート再生区間の始点（A）に

したい位置で、リモコンのA-Bキーを押します。

ホーム画面に "REPEAT" と、"A" が点灯します。

REPEATキーを押すと、リピート再生の始点（A）が解除され、

"REPEAT" と、"A-" が消灯します。

2. リピート再生区間の終点（B）にしたい位置で、再度リモコン

のA-Bキーを押します。再生中に解除した場合は、A-Bリピー

ト再生の終点に指定した位置を越えても再生が続きます。

● STOPキーを押して停止状態にすると、指定した区間（A-B）

は消去されます。

● トラックを跨いでのA-Bリピート再生はできません。

ホーム画面に（ "REPEAT" に加えて）"A-B" が点灯します。

これで区間（A-B）が確定し、A-Bリピート再生が始まります。

●A-B リピート再生をオフにするには：

リモコンのA-Bキー、またはREPEATキーを押します。

ホーム画面の "REPEAT" インジケーターと、A-Bインジケー

ターが消灯し、A-Bリピート再生が解除されます。

スピードコントロール再生

本機では、スピード（音の高さと再生の速さ）を変化させて再生で

きます（スピードコントロール再生）。

スピードコントロール再生を行うには、以下の操作を行います。

1. 本体のSPEEDつまみ（またはリモコンのSPEEDキー）を押

して、スピードコントロール再生をオンにします。

オンにすると、ホーム画面に "SPEED" が点灯します。

2. SPEEDつまみを回して（またはリモコンのSPEED ＋／－キ

ーを押して）、スピードを設定します。

設定操作中、ディスプレイにスピードコントロール値が

"SPEED LVL XXX%" のように表示されます。

－16.0％ ～＋16.0％ の範囲で設定することができます。

●スピードコントロール再生をオフにするには：

本体のSPEEDつまみ（またはリモコンのSPEEDキー）を押

します。

ディスプレイのSPEEDが消灯し、スピードコントロール再生

がオフになります。スピードコントロールをオフにしても、上

記手順2で設定したスピードは残りますので、再度スピードコ

ントロールをオンにすると有効になります。

メ モ

メ モ

キーコントロール機能とスピードコントロール機能を併用する

ことにより、音の高さを変えずにスピードだけを変えることが

できます。（ → 28ページ「キーコントロール再生」）

再生中にスピードコントロール再生のオン／オフを切り換える

と、再生音が瞬間的に途切れることがあります。

スピードステップを設定する

スピードステップを変更することができます。

スピードステップとは、SPEEDつまみを1段階回したとき、また

はリモコンのSPEED ＋／－キーを1回押したときのスピード変

化量のことです。

スピードステップの設定は本体から行います（リモコンからの設定

はできません）。

1. 本体のSPEEDつまみを長押しします。

スピードステップを設定する画面が表示されます。

2. この画面を表示中、MULTI JOGダイヤルを回してスピードス

テップを設定します。0.1 ％～1.0 ％ の範囲で設定できます。

3. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

スピードコントロールの設定は、電源を切っても保持されます。

メ モ

ご注意

ヒント
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キーコントロール再生

キーコントロール機能を使って、再生時のキー（音の高さ）を変え

ることができます。

以下の手順で、メニューモードからキーコントロールのオン／オフ

およびキーレベル設定を行うことができます。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. PLAYメニューを選択します。

3. KEY項目を選択します。

この状態で、キーコントロールのオン／オフを選択することが

できます。

4. KEY項目を "ON" に設定します。

5. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

て、レベル設定画面に進みます。

6. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）希望のキーレベルを選択しま

す。

キーレベルは、♭6～♭1、0（音程の変化無し）、＃1～＃6

の中から選択できます。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

キーコントロール機能がオンのとき、ホーム画面に "KEY" が点

灯します。

キーコントロール設定は、電源を切っても保持されます。

キーコントロール機能とスピードコントロール機能の両方をオ

ンにすると、キー（音程）はキーコントロール機能で決まり、

スピードはスピードコントロール機能で決まります（つまり、

スピードコントロールでスピードを変えても、それによって音

程が変わることはありません）。

したがって "KEY LEVEL" を "0" に設定してキーコントロール

機能をオンにしておくと、スピードコントロールを使って音程

を変えずに再生スピードだけを変えることができます。

キーコントロール機能を使用している時に再生音が震えている

ように聞こえることがありますが、これは再生音を特殊処理し

ているために発生するもので、故障ではありません。

リモコンの専用キーでオン／オフを切り換える

リモコンのKEYキーを押すと、キーコントロールのオン／オフが

切り換わります。

リモコンからキーレベルを設定することはできません。

メ モ

ご注意

ヒント

メ モ
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オートキュー機能

オートキュー機能をオンにすると、再生するトラックを選択して

一時停止状態にしたとき、トラックの先頭の「無音」部分をスキ

ップしてトラックの実際の「信号」の立ち上がり位置で一時停止

状態になります。そのため再生を始めた直後に音が出ます。

なおオートキュー機能動作時におけるオーディオ信号検出のスレ

ッショルドレベル（＝オートキューレベル）を設定することがで

きます。すなわち、本機はオートキューレベル以上の信号「信号」、

オートキューレベル以下の信号「無音」として扱います。

以下の手順で、メニューを使ってオートキュー機能のオン／オフお

よびオートキューレベルの設定を行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. PLAYメニューを選択します。

3. AUTO CUE項目を選択します。

この状態で、オートキュー機能のオン／オフを選択することが

できます。

4. AUTO CUE項目を "ON" に設定します。

5. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押

します。

この画面で、オートキューレベルを設定します。

6. 本体のMULTI JOGダイアルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）希望のオートキューレベルを

選択します。

オートキューレベルは、－24dB～－72dB（6dBステップ）

の間で選択できます。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

オートキュー機能がオンのとき、ホーム画面に "A_CUE" が点

灯します。

オートキュー設定は、電源を切っても保持されます。

リモコンの専用キーでオン／オフを切り換える

リモコンのA.CUEキーを押すと、オートキュー機能のオン／オフ

が切り換わります。

リモコンからオートキューレベルを設定することはできません。

メ モ

メ モ
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コール機能

コール機能とは、最後に一時停止から再生を開始したポイント

（コールポイント）に戻って一時停止する機能です。

コール機能を実行するには、再生中または停止中、本体またはリモ

コンのCALLキーを押します。

コールポイントは以下の操作を行うと消去されます。

● 電源を切る。

● メディアを取り出す。

● カレントデバイスを切り換える。

● 再生モードを切り換える。

● 再生エリアを切り換える。

● メディアの内容を変更する（録音、編集、消去など）。

● コールポイントが設定されていないときにCALLキーを押すと、

"NoCallPoint" が表示されます。
● プログラム再生モード、ランダム再生モードでは、コール機能

を使用できません。

インクリメンタルプレイ機能

インクリメンタルプレイ機能をオンにすると、再生中にPLAYキー

を押したときに次のトラックの先頭から再生を行い、再生中に

STOPキーを押したときに次のトラックの先頭で一時停止します

インクリメンタルプレイ機能オンのとき、一時停止中にPLAY

キーを押すと、その位置から再生を開始します。一時停止中に

STOPキーを押すと停止します。

なお最終トラックを再生中にPLAYキーを押すと再生エリアの

先頭のトラックから再生を行い、STOPキーを押すと再生エリ

アの先頭のトラックで一時停止します。

メ モ

メ モ

オートレディ機能

オートレディ機能をオンにすると、トラックの再生が終了した後、

次のトラックの先頭で一時停止になります。

リモコンのA.READYキーを押すと、オートレディ機能のオン／

オフが切り換わります。

オートキュー機能がオンのとき、ホーム画面に "A_READY" が点

灯します。

本体でオン／オフを切り換える

メニューを使って、本体からオートレディ機能のオン／オフを行う

こともできます。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. PLAYメニューを選択します。

3. AUTO READY項目を選択します。

4. MULTI JOGダイヤルを回してオン／オフを切り換えます。

5. 設定を終えたら、TIME / ESCキーを押してホーム画面に戻し

ます。

オートレディ設定は、電源を切っても保持されます。

メ モ
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リモコンの専用キーで設定する

リモコンの INC PLAYキーを押すと、インクリメンタルプレイ機

能のオン／オフが切り換わります。

インクリメンタルプレイ機能がオンのとき、ホーム画面に

"INC_PLAY" が点灯します。

メニューを使って設定する

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. PLAYメニューを選択します。

3. PREFERENCE項目を反転します。

4. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

てPLAY PREFERENCE画面に進みます。

5. "INC. PLAY"を選択します。

6. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、オン／オフを設定します。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

インクリメンタルプレイ設定は、電源を切っても保持されます。

メ モ

設定した機能を簡単に解除する

リピート再生、スピードコントロール再生、キーコントロール再生

などの機能が設定されている状態で、再生中／停止中にMULTI

JOGダイヤルを押すとホーム画面の右端に表示されている項目が

反転表示になります。繰り返し押すことによって反転表示が次の項

目に移動します。MULTI JOGダイヤルを回すと、その機能をオ

フにすることができます。設定を終えたら、TIME/ESCキーを押

してホーム画面に戻します。

モノラルで再生する

ステレオのオーディオファイルをモノラルで再生することができま

す。このとき、トラックのL／Rチャンネルの信号がミックスされ

て、L／R出力チャンネルから出力されます。

設定はメニューを使って行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. PLAYメニューを選択します。

3. PREFERENCE項目を反転します。

4. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

てPLAY PREFERENCE画面に進みます。

5. "MONO MIX" を選択します。

6. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、オン／オフを設定します。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

この設定は、電源を切っても保持されます。

メ モ

XL-R1_Dom.qxd  08.9.11  15:44  ページ31



32 XL-R1

第5章　再生

フラッシュスタート機能

フラッシュスタート機能を使って、あらかじめ登録しておいたトラ

ックを瞬時に再生開始することができます。

最大20トラック分の先頭部をあらかじめメモリーに取り込み、本

機のフロントパネルに接続したPS/2キーボード、または本機のパ

ラレル端子に接続した外部機器からの操作で、瞬時に再生を開始す

ることができます。

1. 再生エリアを設定します。（ → 22ページ「再生エリア」）

フラッシュスタートしたいトラックを登録したプレイリストま

たはフォルダを現在の再生エリアに設定します。トラック数は

20トラック以内にしてください。

2. 再生モードをCONTINUEまたはPROGRAMに設定します。

（ → 25ページ「再生モード」）

再生モードをRANDOMに設定するとフラッシュロードを行う

ことができません。

3. 停止中、リモコンのFLASH LOADキーを押します。

本機が再生エリア内のトラックの冒頭部のデータを次々と読み

込みます。

読み込む順序は再生順です。すなわち、再生モードが

CONTINUEの場合は先頭トラックから順次読み込み、再生モー

ドがPROGRAMの場合はプログラム順に読み込みます。

読み込み中、HOME画面右下に "FLASH" が点滅表示されます。

≠ 再生モードをRANDOMに設定しているときにFLASH LOAD

キーを押すと、"CAN'T SELECT" が表示され、データの読み

込みを行いません。

≠ 再生モードをSINGLEに設定しているときにFLASH LOAD

キーを押すと、CONTINUE設定時と同じように、再生エリア

内の先頭トラックから次々と読み込みます。

≠ 21トラック以上登録されている場合、先頭から順に20トラッ

クのデータが読み込まれます。

読み込みを完了すると、ホーム画面右下に "FLASH" が点灯します。

メ モ

メ モ

リジューム再生する

リジューム再生機能をオンにすると、前回再生を停止した位置（リ

ジュームポイント）から再生を開始することができます。

リジュームポイントは以下の操作のいずれかを行うと消去されま

す。

● メディアを取り出す。

● カレントデバイスを切り換える。

● 再生エリアを切り換える。

● 再生モードを切り換える。

● メディアの内容を変更する（録音、編集、消去など）。

リジューム機能のオン／オフ設定はメニューを使って行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. PLAYメニューを選択します。

3. PREFERENCE項目を反転します。

4. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

てPLAY PREFERENCE画面に進みます。

5. "RESUME" を選択します。

6. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、オン／オフを設定します。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

≠ この設定は、電源を切っても保持されます。

≠ 再生可能なトラックが存在しない場合（プログラムモードで、

1トラックも登録されていない場合など）、カウンター表示が全

てゼロ表示となります。

≠ リジュームポイントが存在しない（リジュームポイントとして

登録されている時間が存在しない）場合、再生エリアのトラッ

クの先頭がリジュームポイントになります。

メ モ
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4. "FLASH" が点灯中、本機のフロントパネルに接続したPS/2

キーボード、または本機のパラレル端子に接続した外部機器を

使って、フラッシュスタートを行います。

PS/2キーボードからは、CTRL＋ファンクションキー（F1～

F12）を使ってトラック1～12までのフラッシュスタートを

行うことができます。（ → 69ページ「キーボード操作一覧」）

外部パラレル端子を使う場合、トラック1～20までのフラッ

シュスタートを行うことができます。（ → 70ページ「パラレ

ル端子を使う」）

フラッシュスタートの対象トラックは同じサンプリング周波数

でなければなりません。トラック読み込み中にサンプリング周

波数が異なるトラックを検出した場合、"FLASH LOAD" が表

示され読み込みがキャンセルされます。

CFカード使用時、再生エリアをPLAYLISTに設定し、フラッ

シュスタートしたいトラックのみを登録したプレイリストをカ

レントプレイリストとして選択することにより、希望トラック

のフラッシュスタート設定を効率的に行うことができます。

（ → 22ページ「再生エリア」）（ → 55ページ「プレイリスト

の編集[CFのみ]」）

ヒント

ご注意

EOM機能

EOM機能をオンにしておくと、トラックまたは再生エリアの残り

時間が設定した時間以下になるとCONTROL I/O (PARALLEL)

端子からEOMタリー信号を出力します。

EOMタリー出力のトリガーを設定する

メニューモードを使って、EOM タリー信号を出力するトリガーと

なるトラックの残り時間または再生エリアの残り時間を設定しま

す。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. PLAYメニューを選択します。

3. PREFERENCE項目を反転します。

4. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

てPLAY PREFERENCE画面に進みます。

5. トラックの残り時間をトリガーにするには、"EOM TRACK" 、

再生エリアの残り時間をトリガーにするには、"EOM MEDIA"

を選択します。

6. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、トリガーとなる残り時間を設定します。

OFF、1～99（秒）の中から選択します。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESC キー）を押してホーム画面に戻します。

この設定は、電源を切っても保持されます。

実際の使用方法

1. EOMタリー信号を受信する機器をCONTROL I/O (PARALLEL)

端子に接続します。

2. 本機および受信機器の電源を入れます。

3. 本機の再生を始めます。

再生中のトラックまたは再生エリアの残り時間が設定された時間以

下になると、CONTROL I/O (PARALLEL)端子からEOM タリー

信号が出力されます。

トラックおよび再生エリアの残り時間が両方ともトリガーとして設

定されている場合、どちらかの条件を満たした時点でEOM タリー

信号が出力されます。

メ モ

XL-R1_Dom.qxd  08.8.12  15:50  ページ33



34 XL-R1

第6章　録音

本機を使って、CD（CD-R／CD-RW）ディスクまたはCFカード

に以下のフォーマットで外部音源を録音することができます。

CFカード：

MP3 またはWAV フォーマット（Fs＝44.1kHzまたは48kHz ）

のオーディオ

CDディスク：

MP3（Fs＝44.1kHzまたは48kHz ）またはオーディオCD

（CD-DA）フォーマットのオーディオ

以下の説明では、必要な接続を終え、本機の電源がオンで、カレン

トデバイスに録音可能なメディアがセットされていることを前提に

しています。

カレントデバイスがCDの場合、ファイナライズされていない

CD-RまたはCD-RWディスクがセットされていることが必要

です。

● CDとCFカード間でのオーディオファイルのコピーや変換コピー

も可能です。詳しくは「CDとCFカード間のファイルコピー」

（58ページ）をご覧ください。

● CDにWAVフォーマットで録音することはできません。ただし、

CFカードからCDにWAVファイルをコピーしたり、WAVフ

ァイルを記録したデータCDを再生することはできます。（ →

60ページ「データCDを作成する」）
● 本機では、8センチCDの再生および8センチCD-R/RWの再

生・録音が可能です。

メ モ

ご注意

入力ソースを選択する

入力ソース（録音ソース）を、3種類の入力（アナログバランス、

アナログアンバランス、デジタル）の中から選択します。

入力ソースを選択するには、リモコンの INPUT SELキーを使うか、

またはメニューを使って行います。

録音中は入力ソースを切り換えることができません。

リモコンの専用キーで選択する

INPUT SELキーを押すたびに、3種類の入力ソースが切り換わり

ます。

メニューを使って選択する

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. RECメニューを選択します。

メ モ
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3. INPUT SELECT項目を選択します。

4. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、以下の中から選択します。

A. BAL.（アナログバランス入力）、A. UNBAL（アナログアン

バランス入力）、D. COAX.（デジタル入力）

5. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

入力ソース選択は、電源を切っても保持されます。

入力ソースの表示

現在選ばれている入力ソースは、ホーム画面の右上部に表示されます。

"A.BAL." が点灯

ANALOG INPUTS（BALANCED）L/R端子の入力信号を選択中。

"A.UNBAL." が点灯

ANALOG INPUTS（UNBALANCED）L/R端子の入力信号を選

択中。

"D.COAX." が点灯

DIGITAL IN（COAXIAL）端子の入力信号を選択中。

INPUT SELECT項目を "D.COAX." に設定している場合、入

力ソースが以下のような状態のとき、録音待機状態から録音を

開始することができません。

● 本機が入力ソースにデジタルロックしない。（ "DIN UNLOCK"

を表示します。）

● 入力ソースがオーディオでない。（ "DIN NotAudio" を表示し

ます。）

● RECメニューのREC FORMAT項目で設定したサンプリング

レートが入力ソースと異なる。（ "FS UNMATCH" を表示しま

す。）

ただし、サンプリングレートコンバーターを有効にした場合は

サンプリングレートが異なっていても録音可能です。（ →36ペ

ージ「サンプリングレートコンバーターを使う」）

メ モ

メ モ

録音ファイルフォーマットを設定する

カレントデバイスがCFの場合は、MP3またはWAVフォーマッ

トで録音することができます。またカレントデバイスがCDの場合

は、MP3またはオーディオCD（CD-DA）フォーマットで録音す

ることができます。

なお、CFカードにはMP3ファイルとWAVファイルを混在する

ことができますが、CDにはMP3ファイルとオーディオCDファ

イルを混在することができません。したがって、CDに最初に記録

するファイルによって、そのディスクに録音できるファイル形式

（MP3またはオーディオCD）が決まります。

● CDにWAVファイルを録音することはできませんが、後述する

CFカードからCDへのファイルコピー機能を使ってWAVファ

イルをコピーすることは可能です。（ → 58ページ「CDとCF

カード間のファイルコピー」）

● CDへのMP3ファイルの録音は、ブランクCD挿入時のみ可能

です。CDを取り出したり電源を切ると、以後の追加録音はで

きません。（ → 38ページ「CDのファイナライズ」）

ファイルフォーマットの設定は、停止中または録音待機中にメニ

ューを使って行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. RECメニューを選択します。

3. REC FORMAT項目を選択します。

4. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、録音フォーマットを選択します。

● CFカードの場合：".mp3" または ".wav"

● ブランクCDの場合：".mp3" または "CDDA"（オーディオCD）

カレントデバイスがCDで、録音フォーマットとして "CDDA"

を選択した場合は、以下の手順5、6.の画面設定はありません。

手順7.に進んでください。

CFの場合およびCDで ".mp3" を選択した場合、以下の手順に

進みます。

メ モ
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5. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

て、詳細設定画面に進みます。

6. 以下の項目を設定します。

STEREO/MONO

録音ファイルをステレオファイルにするかモノラルファイルに

するかを選択します。

SAMPLING

サンプリング周波数44.1kHzまたは48kHzを選択します。

BITRATE（ "mp3" 選択時のみ選択可能）

ビットレートを設定します。64kbps、128kbps、192kbps、

256kbps、320kbpsの中から選択します。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

録音ファイルフォーマット設定は、電源を切っても保持されま

す。

サンプリングレートコンバーターを使う

本機はサンプリングレートコンバーターを内蔵していますので、デ

ジタル入力ソースのサンプリングレートと異なるサンプリングレー

トで録音することも可能です。

メニューを使ってサンプリングレートコンバーター（SRC）のオ

ン／オフを設定します。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. RECメニューを選択します。

3. PREFERENCE項目を反転します。

4. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

てREC PREFERENCE画面に進みます。

5. "SRC" を選択します。

メ モ

6. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、オン／オフを設定します。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

≠ REC FORMAT項目で設定したサンプリングレートと異なるサ

ンプリングレートのデジタル信号をDIGITAL IN端子から受信

しているとき、SRC がオフの状態で録音しようとすると、エ

ラーメッセージ "FS UNMATCH" が表示されます。

≠ サンプリングレートコンバーターの設定は、電源を切っても保

持されます。

入力信号をモニターする

RECORDキーを押して録音待機にすると、本体のRECORDキー

とREADYキーが点灯し、入力信号が本機の各種出力端子（ヘッ

ドホン、アナログバランス、アナログアンバランス、およびデジタ

ル）から出力されます。またホーム画面上のメーターが入力レベル

を表示します。

録音待機を解除するには、STOPキーを押します。

録音を前提としないで単に入力信号をモニターしたい場合、メ

ディアをセットしない状態でRECORDキーを押します。ディ

スプレイに "MONITOR" が表示され、RECORDキーが赤く点

滅します。

入力信号のモニターを解除するには、STOPキーを押します。

入力信号のレベルとバランスを調節する

入力信号のレベルおよびバランスをメニューを使って調節すること

ができます。

上記「入力信号をモニターする」の説明に従って、入力信号をモニ

ターできる状態にしてから、以下のメニュー操作を行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. RECメニューを選択します。

ヒント

メ モ
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3. INPUT VOLUME項目を反転します。

4. 本体の˚キー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

て INPUT VOLUME SETTINGポップアップ画面を表示しま

す。

5. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）LEVEL項目を反転してから、本体の

キー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）押して、レベ

ル値を反転します。

6. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、ボリュームを調節します。

－∞～＋18dBの範囲で設定できます。

ディスプレイ上部にはホーム画面のレベルメーターが表示され

ていますので、チェックしながら調節することができます。

メーター右端のOVERが点灯しない範囲で、なるべくレベルを

高めに調節してください。

OVERはー0.2dB以上で点灯します。

7. 本体のÔキー（またはリモコンのCURSOR ˙キー）押して

LEVELを反転します。

8. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）BALANCE項目を反転してから、本体

のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）押して、バ

ランス値を反転します。

9. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、バランスを調節します。

L50～C（センター）～R50の範囲で設定できます。

10.設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコン

のCLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

ご注意

録音の基本操作

上記の設定（入力ソースの選択、録音ファイルフォーマットの設定、

サンプリングコンバーターのオン／オフ、入力レベルの調整）を終

えたら、録音を行います。

停止状態から録音待機状態にするには：

RECORDキーを押して録音待機にします（本体のRECORDキー

およびREADYキーが点灯）。

録音待機（一時停止）状態から録音を開始するには：

PLAYキーを押します。

録音を一時停止するには：

READYキーを押します。

録音を止めるには：

STOPキーを押します。録音を止めると、録音情報の書き込みが

行われ、オーディオファイルが作成されます。

以下のメモは、WAVやMP3フォーマットで録音を行う場合に

適応されます。

● 作成されるオーディオファイルに自動的に付加されるオーディ

オファイル名は、PREFERENCEメニューのWORD CLIP項

目を使って設定することができます。（ → 44ページ「録音フ

ァイル名を設定する [WAV、MP3のみ]」）

● 各トラックの最大サイズは、2GBです。

● 録音されたトラックは、カレントフォルダに作成されます。

（ → 23ページ「カレントフォルダ、カレントプレイリストを

選ぶ」）

メディアに録音内容を記録する間、 " INFORMAT ION

WRITING" がディスプレイに表示されます。この間は、本機を

動かしたり、電源を切ったり、メディアを取り出したりしない

でください。録音内容が正しく記録できなくなります。

ご注意

メ モ
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CDのファイナライズ

CD（CD-RまたはCD-RWディスク）に録音を行った場合、本機

以外のCDプレーヤー／CDドライブを使ってファイルを再生する

にはファイナライズを行う必要があります。ファイルフォーマット

がMP3のときとオーディオCD（CD-DA）のときで、本機の動作

が異なります。

MP3フォーマットで録音時：

CDを取り出すときに本機が自動的にファイナライズを行います。

したがって、MP3フォーマットで録音したディスクをいったん本

機から取り出すと、その後追記することができなくなります。

なお、CDを取り出さずに電源をオフにした場合、次回電源をオン

にしたときに本機が自動的にディスクのファイナライズを行いま

す。

ディスクを取り出さずに、セットした状態でメニューを使って

ファイナライズを行うこともできます。（ → 38ページ「CDを

ファイナライズする」）

オーディオCDフォーマットで録音時：

オーディオCDフォーマットによる録音を行った場合、本機が自動

的にファイナライズを行うことはありません。メニューを使ってフ

ァイナライズを行うまで、（ディスクに空き容量がある限り）何度

でも追記することができます。ただしファイナライズを行う前の状

態では、本機以外の機器で再生することができません。

ファイナライズの方法は次項をご覧ください。

メ モ

CDをファイナライズする

上記のように、本機を使ってオーディオCDフォーマットで録音し

たCDを他の機器で再生するには、CDを手動でファイナライズす

る必要があります。またMP3フォーマットで録音したディスクの

場合、前述のようにディスク取り出し時に自動的にファイナライズ

されますが、ディスクをセットした状態で手動でファイナライズす

ることも可能です。

いずれの場合も、以下の手順でファイナライズを行います。（メニ

ュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」（16ペー

ジ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転してMULTI JOGダイヤルを押します。

3. FINALIZE項目を反転してMULTI JOGダイヤルを押します。

確認のポップアップ画面が表示されます。

4. 再度、MULTI JOGダイヤルを押します。

ファイナライズが始まります。

実行中は "FINALIZE" およびプログレスバーが表示されます。

ファイナライズを終了すると、CDメニュー画面に戻ります。

ファイナライズ済みのCD-RWディスクをアンファイナライズ

することができます。（ → 65ページ「CDをアンファイナライ

ズする」）

メ モ
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MP3   Mono  ,  44.1kHz/48kHz

メディア／容量表記 64kbps

CFカード／512MB 35時間20分

CFカード／1GB 70時間40分

CFカード／2GB 141時間20分

CFカード／4GB 282時間40分

CFカード／8GB 565時間20分

128kbps

17時間40分

35時間20分

70時間40分

141時間20分

282時間40分

192kbps

11時間40分

23時間20分

46時間40分

93時間20分

186時間40分

256kbps

8時間50分

17時間40分

35時間20分

70時間40分

141時間20分

320kbps

7時間00分

14時間00分

28時間00分

56時間00分

112時間00分

MP3   Stereo  ,  44.1kHz/48kHz

メディア／容量表記 64kbps

CFカード／512MB 17時間40分

CFカード／1GB 35時間20分

CFカード／2GB 70時間40分

CFカード／4GB 141時間20分

CFカード／8GB 282時間40分

128kbps

8時間50分

17時間40分

35時間20分

70時間40分

141時間20分

192kbps

5時間50分

11時間40分

23時間20分

46時間40分

93時間20分

256kbps

4時間25分

8時間50分

17時間40分

35時間20分

70時間40分

320kbps

3時間30分

7時間00分

14時間00分

28時間00分

56時間00分

CD／650MB 23時間00分 11時間30分 7時間40分 5時間45分 4時間35分

CD／700MB 24時間50分 12時間25分 8時間15分 6時間10分 4時間55分

WAV   Mono [CFカードのみ]

メディア／容量表記 44.1kHz

CFカード／512MB 1時間36分

CFカード／1GB 3時間12分

CFカード／2GB 6時間24分

CFカード／4GB 12時間48分

CFカード／8GB 25時間36分

48kHz

1時間28分

2時間56分

5時間52分

11時間44分

23時間28分

WAV   Stereo [CFカードのみ]

メディア／容量表記 44.1kHz

CFカード／512MB 48分

CFカード／1GB 1時間36分

CFカード／2GB 3時間12分

CFカード／4GB 6時間24分

CFカード／8GB 12時間48分

48kHz

44分

1時間28分

2時間56分

5時間52分

11時間44分

CD／650MB 46時間00分 23時間00分 15時間20分 11時間30分 9時間10分

CD／700MB 49時間40分 24時間50分 16時間30分 12時間25分 9時間55分

オーディオCD   Stereo  ,  44.1kHz  ,  非圧縮 [CDのみ]

メディア／容量表記

CD／650MB 74分

CD／700MB 80分

メディアの容量表記と実際の容量とに差異がある場合がありますので、上記の時間はあくまで概算です。

メ モ

録音時間について

各録音フォーマットにおけるメディア容量別の録音時間を以下の表に示します。
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録音時間表示モードを切り換える

録音中（または録音待機中）、本体またはリモコンのTIMEキーを

使って、時間表示モードを以下の4種類の中から選択することがで

きます。選択中の時間表示モードはホーム画面の時間表示部の上に

点灯表示されます。

点灯なし

現在のトラックの録音済み時間を表示します。

REMAINが点灯

現在の録音フォーマットで現在のトラックに録音可能な残り時間を

表示します。残り時間は、メディアの空き容量または最大トラック

容量（2GB）に達するまでの容量によって制約を受けます。

CDの場合、メディア容量が最大で700MBですので、常にメ

ディアの空き容量表示になります。

TOTALが点灯

メディア全体の録音済み時間を表示します。

TOTALおよびREMAINが点灯

現在の録音フォーマットでメディアに録音可能な残り時間を表示し

ます。

● 残り時間は、録音フォーマット（REC メニューの REC

FORMAT項目）によって変わります。

● 録音中は、メディアに録音可能な時間が１トラックでの録音可

能時間よりも短い場合、「REMAINが点灯」時と「TOTALお

よびREMAINが点灯」時で同じ時間を表示します。

● 録音時間表示モードは、電源を切っても保持されます。

● 再生中の時間表示については「再生時間表示モードを切り換え

る」（26ページ）をご覧ください。

● 録音可能な最大トラック数は、CFカードでは999トラック

（WAVトラックとMP3トラックの合計数）です。CDの場合、

MP3やWAVファイルを記録したデータCDディスクの場合は

999トラック、オーディオCDディスクの場合は99トラック

です。

メ モ

メ モ

シンク録音する

シンク録音機能をオンにすると、あらかじめ設定したレベル（シン

クレベル）以上の信号が入力されたときに自動的に録音が開始され

ます。録音開始後、シンクレベル以下の信号が一定時間（ストップ

タイム）以上続くと、自動的に録音待機になります。

設定する

メニューを使って、シンク録音機能のオン／オフ設定および詳細設

定を行います。ただしオン／オフ設定のみは、リモコンのSYNC

キーを使って行うことができます。

シンク録音機能がオンのとき、ホーム画面に "SYNC" が点灯しま

す。

メニューを使う

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. RECメニューを選択します。

3. SYNC項目を選択します。

4. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、オン／オフを設定します。

5. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押

して、詳細設定画面に進みます。

6. 以下の項目を設定します。

LEVEL

シンクレベルを設定します。

－72dB～－24dBの範囲（6dBステップ）で設定できます（初

期設定は－54dB）。

DELAY

シンクレベルを越える信号を検出してから記録開始するまでの時間

（1フレームステップ）を設定します（1フレーム＝1/75秒）。

－75フレーム～＋75フレームの範囲で設定できます（初期設定

は0）。マイナス値に設定すると、検出時より前に遡ることができ

ます。
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設定範囲を時間に換算すると、－1.00秒～＋1.00秒になります。

STOP TIME

シンクレベル以下の信号がどれだけ続くと録音を止めて録音待機に

するかを設定します。

5～30秒（1秒ステップ）またはINF（‹）に設定できます（初

期設定は5秒、自動停止させたくない場合はINFを選択してくださ

い）。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

設定は、電源を切っても保持されます。

リモコンの専用キーでオン／オフを切り換える

SYNCキーを押すたびに、シンク録音機能のオン／オフが切り換

わります。

シンク録音の動作

シンク録音機能をオンにした状態で、本機を録音待機にすると、入

力ソースのレベルに応じて自動的に録音の開始、停止が行われます。

● シンクレベル以上の信号が入力されると、自動的に録音を開始

します。

ただし、録音待機後、シンクレベル以下の信号が1秒以上続か

ないと、入力を検知しても録音が開始されません。

 

SYNC_LVL

レベル

時間

録音開始

メ モ

メ モ

上記の説明はDELAY項目が "0"（＝初期設定）の場合です。

DELAY項目を変更すると、「録音開始」ポイントを変更するこ

とができます。

● 録音中、STOP TIME（初期設定：5秒）で設定した時間以上

シンクレベル以下の信号が続くと、自動的に録音待機になりま

す。

STOP TIME項目をINFに設定した場合、シンクレベル以下の

信号が続いても自動的に録音待機になりません。

● シンク録音を解除するには、リモコンのSYNC RECキーを押

します。

● シンクレベルが高過ぎる場合：

シンクレベルの設定が高過ぎると、小さい音から始まる曲の先

頭が欠けてしまうなどの不具合が起きる可能性があります。

● シンクレベルが低すぎる場合：

録音待機にしたときすでにシンクレベルを越えるような、ノイズレ

ベルの大きいソースの場合、シンク録音が始まりません。

SYNC_LVL

レベル

録音開始

この部分は
録音しない

時間

メ モ

SYNC_LVL

レベル

時間

STOP TIME

録音停止

メ モ
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DD：

DIGITAL IN端子経由でデジタルソース（CD 、DAT 、MD）を

録音するときに、ソース側のトラックの区切りを検出するとトラッ

ク番号を更新します。

ただし、アナログソース録音時または上記以外のデジタルソース録

音時は、LEVELモードになり、入力レベルに応じてトラックを更

新します。

TIME：

一定時間（下記の詳細設定画面で設定）ごとにトラック番号を更新

します。

5. 上記でOFF以外を選択した場合、本体の˚キー（またはリモ

コンのCURSOR ¥キー）を押して、詳細設定画面に進みます。

6. それぞれの設定画面で設定を行います。

● LEVEL選択時

LEVEL項目で、オートトラック動作レベルを設定します。

－72dB～－24dBの範囲（6dBステップ）で設定できます（初

期設定は－54dB）。

DELAY項目で、オートトラック動作レベルを越える信号を検出し

てからトラックを更新するまでの時間を1フレームステップで設定

します（1フレーム0＝1/75秒）

－75フレーム～＋75フレームの範囲で設定できます（初期設定

は0）。マイナス値に設定すると、検出時より前に遡ることができ

ます。

設定範囲を時間に換算すると、－1.00秒～＋1. 00秒になり

ます。

メ モ

オートトラック機能

オートトラック録音とは、録音中、設定された条件を満たしたとき

にトラック番号を自動更新する機能です。トラック番号が更新され

るたびに新しいオーディオファイルが作成されます。

メニューを使って、オートトラックモードの選択および詳細設定を

行います。ただしオートトラックモード設定のみは、リモコンの

A.TRACKキーを使って行うことができます。

オートトラック機能がオンのとき、ホーム画面に "A_TRACK" が

点灯します。

オートトラックの設定はいつでも行うことができますので、録音を

始めてから設定を変更することも可能です。

CFカードにWAVフォーマットで録音した場合、録音したあと

から、編集機能を使ってトラックの分割や結合が可能です。（ →

50ページ「ファイルを分割する(DIVIDE)」）,（ → 51ページ

「ファイルを結合する(COMBINE)」）

メニューを使う

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. RECメニューを選択します。

3. AUTO TRACK項目を選択します。

4. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、オートトラックモードを以下の中から

選択します。

OFF：

トラックの自動更新を行いません。

LEVEL：

オートトラック動作レベル（下記の詳細設定画面で設定）以下の信

号が2秒以上続いた後で、信号が動作レベルを超えたとき、トラッ

ク番号を更新します。

メ モ
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● DD選択時

LEVEL選択時と同様に、DELAY項目で、オートトラック動作レ

ベルを越える信号を検出してからトラックを更新するまでの時間を

1フレームステップで設定します（1フレーム＝1/75秒）。

● TIME選択時

INTERVAL項目で、トラック更新の時間間隔を1～10分（1分

ステップ）の中から選択します。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

設定は電源を切っても保持されます。

リモコンの専用キーでモードを切り換える

リモコンのA.TRACKキーを押すたびに、オートトラック機能の

モードが、OFF → LEVEL → DD → TIMEの順に切り換わりま

す。

トラック番号を手動で更新する

録音中にRECORDキーを押すと、トラック番号を更新することが

できます。

ただし、４秒以下のトラックを作成することはできません。

CFカードにWAVフォーマットで録音した場合、編集機能を使

うと、録音後にトラックの分割や結合が可能です（ → 50ペー

ジ「ファイルを分割する(DIVIDE)」）,（ → 51ページ「ファイ

ルを結合する(COMBINE)」）

MP3で録音する場合、トラックの更新を短時間に多数行うと、

CFカードによっては、エラーメッセージ　"OVER FLOW" が

表示され、録音を停止することがあります。

これを防ぐには、更新の間隔をあけてご使用ください。

ご注意

メ モ

メ モ

コンプレッサーを掛けて録音する

録音ソースに本機内蔵のコンプレッサーを掛けて録音することがで

きます。

コンプレッサーとは，ピーク音を抑え，音の粒（１音ごとの強弱）

を揃えることで聞き取りやすい音質にするエフェクターです。

メニューを使ってコンプレッサーのオン／オフを設定します。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. RECメニューを選択します。

3. PREFERENCE項目を反転します。

4. 本体の キー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押

してREC PREFERENCE画面に進みます。

5. "COMP" を選択します。

6. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、コンプレッサーモードを以下の中から

選択します。

OFF : コンプレッサーを使わずに録音します。

SOFT : 軽いコンプレッサーが掛かります。音楽の録音に適し

ています。

HARD : きついコンプレッサーが掛かります。録音音源の音量

が小さい場合、録音ボリュームのブーストもされますの

で、会議等の録音に適しています。

7. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。

設定は電源を切っても保持されます。

メ モ
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設定した機能を簡単に解除する

カレントデバイスに録音可能なメディアがセットされている状態

で、録音中／録音待機中にMULTI JOGダイヤルを押すとホーム

画面の右端に表示されている項目が反転表示になります。繰り返し

押すことによって反転表示が次の項目に移動します。MULTI JOG

ダイヤルを回すと、その項目のオン／オフを切り替えたり、設定内

容を変えたりすることができます。（セットされているメディアに

より、設定内容は変わります。録音中には設定不可となる項目があ

ります。）

設定を終えたら、TIME/ESCキーを押してホーム画面に戻します。

録音ファイル名を設定する [WAV、MP3のみ]

WAVおよびMP3フォーマットでの録音時に自動的に付加される

ファイル名を設定することができます。

メニューを使って設定します。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. RECメニューを選択します。

3. PREFERENCE項目を反転します。

4. 本体のキー（またはリモコンのCURSOR ¥キー）を押し

てREC PREFERENCE画面に進みます。

5. "WORD CLIP" を選択します。

6. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）、以下の中から選択します。

DATE：（初期設定）

本機のクロックの日時がファイル名になります。

USER 01～USER 03：

ユーザー登録した文字列（8文字）がファイル名になります。

文字列の編集／登録は以下の手順で行います。

1. USER 01～USER 03のいずれかを選択した状態で、˚キー

を押します。

編集画面が表示されます。

● USER 01を登録するときは：

1.（初期設定：Victor01）を編集します。

● USER 02を登録するときは：

2.（初期設定：Victor02）を編集します。

● USER 03を登録するときは：

3.（初期設定：Victor03）を編集します。

2. 以下の要領で文字列を編集します。

● 編集位置（カーソル位置）を移動するには：

本体のÔ / キー（またはリモコンのCURSOR˙ / ¥キー）

を使います。

● カーソル位置の文字を変更するには：

本体のMULTI JOGダイヤルを回します。（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを押します）

● 文字を削除するには：

本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を押します。

● カーソル位置より後ろの文字をすべて削除するには：

本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を長押しします。

● 大文字／小文字を切り換えるには：

本体のDISPLAY / INFO キー（またはリモコンのDISPLAY

キー）を押します。

● 1文字分の空白（スペース）を空けるには：

CALLキーを押します。

● 編集をキャンセルするには：

STOPキーを押します。

3. 編集を終えたら、MULTI JOGダイヤルを押します。

編集した文字列が確定し、PREFERENCEメニューに戻ります。
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概要

WAV／MP3ファイルを記録したデータCDやCFカードの場合、

フォルダファインダ画面でフォルダやファイルのツリー構造を見る

ことができます。

この画面から操作対象のフォルダまたはファイルを選択し、フォル

ダメニュー画面またはファイルメニュー画面に入ることができます。

CFカードの場合、これらの画面からフォルダの作成、フォルダや

ファイルの名前編集と削除、ファイルのプレイリスト登録、ファイ

ル編集（分割、結合）などを行うことができます。またフォルダフ

ァインダ画面からの直接操作によって、ファイルのフォルダ間の移

動やコピーを行うことができます。

WAVやMP3ファイルを記録した未ファイナライズのデータCDの

場合、フォルダファインダ画面からフォルダの作成とカレントフォ

ルダの変更のみができます。編集やプレイリスト登録はできません。

なおオーディオCDファイルを記録したCDの場合、フォルダファ

インダ画面が存在しませんが、CD-DAファインダ画面が存在しま

す。（ → 54ページ「CD-DAファインダ画面を使う」）

カードリーダーを使ってパソコンからCFカードを読み込むこと

により、フォルダ構成の変更、フォルダ名／ファイル名の編集、

フォルダ／ファイルの削除などをパソコンから行うことができ

ます。パソコンでの編集を行った場合、本機のファイルの再生

順がパソコンでの編集以前と変わる場合がありますのでご了承

ください。

記録時に自動的に生成される「.system」フォルダと、その中

にあるファイルは削除しないでください。

フォルダファインダ画面を開く

以下の操作は、CFカード、WAV／MP3ファイルを記録したデー

タCD、またはブランクCDがカレントデバイスにセットされてい

ることを前提としています。

再生エリア（ → 22 ページ「再生エリア」）が ALLまたは

FOLDERの場合、停止中／再生中／一時停止中に本体のMENU

キーを長押しすると（リモコンの場合、FINDERキーを押すと）、

フォルダファインダ画面が表示されます。

● 再生エリアがALLで停止中、ルートフォルダのファインダ画面

が表示されます。

● 再生エリアがFOLDERで停止中、カレントフォルダのファイン

ダ画面が表示されます。

● 一時停止中、（再生エリアに関係なく）カレントファイルが属す

るフォルダのファインダ画面が表示されます。このとき、カレ

ントファイルが反転しています。

メ モ

ヒント

フォルダファインダ画面内のナビゲーション

フォルダファインダ画面が表示されているとき、本体のÔ /

キーおよび MULTI JOGダイヤル（リモコンの場合は

CURSORキー）を使って、操作対象のフォルダやファイルを選択

（反転）します。

以下にフォルダ反転中とファイル反転中それぞれの場合の操作を説

明します。

フォルダを反転中の操作

● 反転中のフォルダのフォルダメニューを表示するには：

MENUキーを押します。（ → 46ページ「フォルダメニュー画

面の操作」）

● 上位フォルダを開くには：

本体のÔキー（リモコンの場合はCURSOR ˙キー）を押し

ます。

● 反転中のフォルダを開くには：

本体のキー（リモコンの場合はCURSOR ¥キー）を押し

ます。

● フォルダファインダモードを終了してホーム画面に戻るには：

本体のTIME / ESCキー（リモコンの場合はCLR/ESCキー）

を押します。

● 反転中のフォルダの先頭ファイルから再生を開始するには：

PLAYキーを押します。再生開始と同時にフォルダファインダ

モードを終了してホーム画面に戻ります。

再生エリアがFOLDERの場合、反転中のフォルダがカレントフ

ォルダになります。

● 反転中のフォルダの先頭ファイルで一時停止するには：

READYキーを押します。一時停止すると同時にフォルダファ

インダモードを終了してホーム画面に戻ります。

再生エリアがFOLDERの場合、選択中のフォルダがカレントフ

ォルダになります。

● 選択中のフォルダのプロパティを表示するには：

本体のDISPLAY / INFOキー（リモコンの場合、DISPLAY

キー）を押します。

再度、本体の DISPLAY / INFOキー（リモコンの場合、

DISPLAYキー）を押すと、プロパティ表示が消えて、フォル

ダファインダ画面に戻ります。
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フォルダメニュー画面の操作

カレントデバイスがCFカードの場合、フォルダメニュー画面機能

をすべて実行することができます。WAV／MP3ファイルを記録

した未ファイナライズCDの場合、一部の機能を実行することがで

きます。

以下の説明は、操作対象フォルダのフォルダメニュー画面が表示さ

れていることを前提にしています。

フォルダメニュー画面を表示するには、フォルダファインダ画面で

希望のフォルダを反転してMENUキーを押します。（ → 45ペー

ジ「フォルダファインダ画面内のナビゲーション」）

フォルダ名を編集する [CFカードのみ]

以下の操作はCFカード使用時にのみ可能です。

1. フォルダメニュー画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、CURSOR § / ¶

キーを押して）RENAMEを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

名前編集（RENAME）画面になります。

3. 以下の要領で名前を編集します。

● 編集位置（カーソル位置）を移動するには：

本体のÔ / キー（またはリモコンのCURSOR ˙ /

¥キー）を使います。

● カーソル位置の文字を変更するには：

本体のMULTI JOGダイヤルを回します。（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを押します）

● 文字を削除するには：

本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を押します。

● カーソル位置より後ろの文字をすべて削除するには：

本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を長押しします。

● 文字種（大文字／小文字）を切り換えるには：

本体のDISPLAY / INFOキー（またはリモコンのDISPLAY

キー）を押します。

ファイルを反転中の操作

● 反転中のファイルのファイルメニューを表示するには [CFカー

ドのみ]：

MENUキーを押します。（ → 49ページ「ファイルメニュー画

面の操作」）

● 上位フォルダを開くには：

本体のÔキー（またはリモコンのCURSOR ˙キー）を押し

ます。

● ファインダモードを終了してホーム画面に戻るには：

本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を押します。

● 反転中のファイルの頭から再生を開始するには：

PLAYキーを押します。再生開始と同時にフォルダファインダ

モードを終了してホーム画面に戻ります。

再生エリアがFOLDERの場合、反転中のファイルを含むフォル

ダがカレントフォルダになります。

● 反転中のファイルの頭で一時停止するには：

READYキーを押します。一時停止と同時にフォルダファイン

ダモードを終了してホーム画面に戻ります。

再生エリアがFOLDERの場合、反転中のファイルを含むフォル

ダがカレントフォルダになります。

● 反転中のファイルのプロパティを表示するには：

本体のDISPLAY / INFOキー（リモコンの場合、DISPLAY

キー）を押します。

再度、本体の DISPLAY / INFOキー（リモコンの場合、

DISPLAYキー）を押すと、プロパティ表示が消えて、フォル

ダファインダ画面に戻ります。

● 反転中のファイルを移動するには [CFカードのみ]：

本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合はENTERキー）

を長押しして、ファイル移動モードにします。詳細については

「ファイルの移動とコピー」（52ページ）をご覧ください。

この操作はCFカード使用時にのみ可能です。
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● 1文字分の空白（スペース）を空けるには：

CALLキーを押します。

● 編集をキャンセルするには：

STOPキーを押します。

4. 設定を終えたら、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコ

ンのENTERキー）を押して、編集を確定します。

ディスプレイがフォルダファインダ画面に戻ります。

● アルファベット、数字、記号以外が入った名前を編集すること

はできません。（RENAME時に登録済みの名前が表示されませ

ん。）

● 以下の記号や句読点は名前に使うことができません。

￥ ／ ： ； , * ？ " ＜ ＞ ｜

フォルダを削除する [CFカードのみ]

以下の操作はCFカード使用時にのみ可能です。

フォルダを削除すると、その中に含まれているファイルも削除され

ます。

1. フォルダメニュー画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、CURSOR § / ¶

キーを押して）DELETEを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

削除の確認画面になります。

3. 再び、本体の MULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、

ENTERキー）を押します。

フォルダが削除されます。

ディスプレイがフォルダファインダ画面に戻ります。

削除を取り消すには、TIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押します。

フォルダを削除した直後であれば、削除を取り消すことができ

ます。（ → 下記「フォルダの削除を取り消す」）

フォルダの削除を取り消す（UNDO）[CFカードのみ]

以下の操作はCFカード使用時にのみ可能です。

CFカード上のフォルダを削除した直後に、操作を取り消してフォ

ルダを復活することができます。

再生モードが連続再生(CONTINUE)に設定されているときのみ可

能です。

メ モ

ご注意

取り消し操作を行うときは、フォルダメニュー画面を開く前の

フォルダファインダ画面で、どのフォルダが選択されていても

かまいません。

1. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）UNDOを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。確認画面が表示されます。

3. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

フォルダが復活し、フォルダファインダ画面に戻ります。この

とき、復活したフォルダが反転しています。

● 取り消し（UNDO）を中止する場合、本体のTIME / ESCキー

（リモコンの場合、CLR/ESCキー）を押します。

● UNDO可能なフォルダ削除操作が存在しない場合、"CAN'T

UNDO" を表示します。

カレントフォルダにする

作業中のフォルダを、カレントフォルダにすることができます。

この操作はCFカードおよびWAV／MP3ファイルを記録した未

ファイナライズCDに対して有効です。

1. フォルダメニュー画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、CURSOR § / ¶

キーを押して）CURRENTを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します

以下のポップアップ（ "CHANGE CURRENT FOLDER" )が

表示されます。

ディスプレイがフォルダファインダ画面に戻ります。

録音によって作成されるオーディオファイルはカレントフォル

ダに記録されます。録音ファイルを収納するための新規フォル

ダを作成した場合、上記の手順で新規フォルダをカレントフォ

ルダにすることができます。

メ モ

メ モ

メ モ
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3. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）登録先にするプレイリストを

反転します。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルまたは˚キー（リモコンの場合、

ENTERキーまたはCURSOR ¥キー）を押します。

選択したプレイリストが表示されます。

5. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）、追加するフォルダのプレイ

リスト内の位置を選択します。反転したファイルの後ろにフォ

ルダが追加されます。

6. 本体のMULTI JOGダイヤルを長押しします（リモコンの場合、

ENTERキーを押します）。

フォルダがプレイリストに追加されます。

新規フォルダを作成する

作業中のフォルダの中に新たなフォルダを作成することができま

す。

この操作はCFカードおよびMP3ファイルを記録した未ファイナ

ライズCDに対して有効です。

1. フォルダメニュー画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、CURSOR § / ¶

キーを押して）、NEW FOLDERを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

3. 名前編集（RENAME）画面になります。名前の編集方法につ

いては、「フォルダ名を編集する [CFカードのみ]（46ページ）

をご参照ください。

4. 名前の編集を終えたら、本体のMULTI JOGダイヤル（または

リモコンのENTERキー）を押して、編集を確定します。

ポップアップ（ "FOLDER" ）が表示され、新規フォルダが作

成されます。

作成後、ディスプレイがフォルダファインダ画面に戻ります。

1枚のメディア上に作成できる最大フォルダ数は255です。

フォルダ全体をプレイリストに追加する [CFカードのみ]

CFカードのフォルダ内のファイルをすべて、希望のプレイリスト

に追加することができます。

ただし、サブフォルダ内のファイルは追加されません。

1. フォルダメニュー画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、CURSOR § / ¶

キーを押して）ADD PLAYLISTを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

プレイリスト選択画面が表示されます。

メ モ
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ファイルメニュー画面の操作 [CFカードのみ]

以下に述べるファイルの編集操作は、CFカードに対して行うこと

ができます。CDではファイルを編集することができません。

以下の説明は、カレントデバイスがCFで、操作対象ファイルのフ

ァイルメニュー画面が表示されていることを前提にしています。

ファイルメニュー画面を表示するには、フォルダファインダ画面で

希望のファイルを反転してMENUキーを押します。（ → 45ペー

ジ「フォルダファインダ画面内のナビゲーション」）

ファイル名を編集する

1. ファイルメニュー画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、CURSOR § / ¶

キーを押して）RENAMEを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

名前編集（RENAME）画面になります。

3. 以下の要領で名前を編集します。

● 編集位置（カーソル位置）を移動するには：

本体のÔ / ˚キー（またはリモコンのCURSOR ˙ /

¥キー）を使います。

● カーソル位置の文字を変更するには：

本体のMULTI JOGダイヤルを回します。（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを押します）

● 文字を削除するには：

本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を押します。

● カーソル位置より後ろの文字をすべて削除するには：

本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を長押しします。

● 文字種（大文字／小文字）を切り換えるには：

本体のDISPLAY / INFOキー（またはリモコンのDISPLAY

キー）を押します。

● 1文字分の空白（スペース）を空けるには：

CALLキーを押します。

● 編集をキャンセルするには：

STOPキーを押します。

4. 設定を終えたら、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコ

ンのENTERキー）を押して、編集を確定します。

ディスプレイがフォルダファインダ画面に戻ります。

編集を取り消すには、TIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押します。

● CFカードをパソコンに直接セットして、パソコンからファイル

名を編集することもできますが、パソコン上でファイル名の編

集を行った場合、本機のファイルの再生順がパソコンでの編集

以前と変わる場合がありますのでご了承ください。

● アルファベット、数字、記号以外が入った名前を編集すること

はできません。（RENAME時に登録済みの名前が表示されませ

ん。）

● 以下の記号や句読点は名前に使うことができません。

￥ ／ ： ； , * ？ " ＜ ＞ ｜

ファイルを削除する

ファイルをCFカードから削除することができます。

1. ファイルメニュー画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、CURSOR § / ¶

キーを押して）DELETEを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

削除の確認画面になります。

3. 再び、本体の MULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、

ENTERキー）を押します。

ファイルがCFカードから削除されます。

ディスプレイがフォルダファインダ画面に戻ります。

削除を取り消すには、確認画面でTIME / ESCキー（またはリ

モコンのCLR/ESCキー）を押します。

ファイルの削除は、再生モードが連続再生（CONTINUE）に

設定されているときのみ可能です。

メ モ

ご注意
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ファイルを分割する（DIVIDE）

WAVファイルを2つのファイルに分割することができます。

再生モードが連続再生（CONTINUE）に設定されているときのみ

可能です。

分割した後で、分割操作を取り消す（UNDOする）ことができ

ます。（ → 52ページ「ファイルメニューの操作を取り消す

(UNDO)」）

MP3ファイルを分割することはできません。

1. PLAYキー、Ô / キー、タイムサーチ機能、タイムスキ

ップ機能などを使って、WAVファイル上の分割したい位置付近

にロケートし、一時停止にします。

後から微調整を行いますので、おおよその位置でかまいません。

2. 本体のMENUキーを長押しして（またはリモコンのFINDER

キーを押して）フォルダファインダ画面を表示します。

手順1.で操作したカレントファイルの属するフォルダファイン

ダ画面が表示され、カレントファイルが反転しています。

3. MENUキーを押してカレントファイルのファイルメニュー画面

を開きます。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）DIVIDEを反転します。

5. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

ホーム画面が表示されます。

このときスクラブ再生モードになり、PLAYキーとREADYキー

が点滅します。

6. スクラブ再生機能を使って、分割ポイントを正確に設定します。

本体のMULTI JOGダイヤルを回すと（リモコンの場合、

SKIPキーを押すと）スクラブ再生を行い、ポイントが移動し

ます。

ご注意

メ モ

ファイルをプレイリストに追加する

ファイルを希望のプレイリストに追加することができます。

1. ファイルメニュー画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、CURSOR § / ¶

キーを押して）ADD PLAYLISTを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します

プレイリスト選択画面が表示されます。

3. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）登録先にするプレイリストを

反転します。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルまたは˚キー（リモコンの場合、

ENTERキーまたはCURSOR ¥キー）を押します。

選択したプレイリストが表示されます。

5. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）、追加するファイルのプレイ

リスト内の位置を選択します。反転したファイルの後ろにファ

イルが追加されます。

6. 本体のMULTI JOGダイヤルを長押しします（リモコンの場合、

ENTERキーを押します）。
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7. 分割ポイントを決めたら、本体のMULTI JOGダイヤル（リモ

コンの場合、ENTERキー）を押します。

"EXECUTE ?" が表示されます。

分割ポイントを変更する場合、本体のTIME / ESCキー（リモ

コンの場合、CLR/ESCキー）を押してください。スクラブ再

生モードに戻りますので、手順6.からやり直します。

分割を実行する場合は次の手順8.に進みます。

プレイリストに登録されているファイルの場合、ポップアップ

"P.LIST ENTRY" が表示されます。

編集対象のファイルがプレイリストに登録されていた場合、そ

のプレイリストは再生できなくなります。プレイリストファイ

ンダでプレイリストを再編集してください。

8. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

分割が実行され、フォルダファインダ画面に戻ります。

ファイルを結合する（COMBINE）

2つのWAVファイルを結合して1つのファイルにすることができ

ます。

再生モードが連続再生（CONTINUE）に設定されているときのみ

可能です。

● MP3ファイルを結合することはできません。

● SAMPLING、チャンネル数の異なる2つのWAVファイルを

結合することはできません。

結合した後で、結合操作を取り消す（UNDOする）ことができ

ます。（ → 52ページ「ファイルメニューの操作を取り消す

(UNDO)」）

1. 結合したいファイルのいずれか一方のファイルメニュー画面を

開きます。

2. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）COMBINEを反転します。

メ モ

ご注意

メ モ

3. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

ファイルリストが表示されます。

ファイルメニューを開く前に選択していたファイルにチェック

マークが付いています。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）、チェックマークが付いてい

るファイルと結合したいファイルを反転します。

5. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

"EXECUTE ?" が表示され、結合ポイントの前後4秒間をリピー

ト再生します。

プレイリストに登録されているファイルの場合、"P.LIST

ENTRY" がポップアップ表示されます。

編集対象のファイルがプレイリストに登録されていた場合、そ

のプレイリストは再生できなくなります。プレイリストファイ

ンダでプレイリストを再編集してください。

4. 結合操作を確定するには、本体のMULTI JOGダイヤル（リモ

コンの場合、ENTERキー）を押します。

結合が実行され、フォルダファインダ画面に戻ります。

結合を中止する場合、本体のTIME / ESCキー（リモコンの場

合、CLR/ESCキー）を押します。

ファイルリストに戻りますので、手順1.からやり直します。

メ モ
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第7章　フォルダファインダを使う

ファイルの移動とコピー [CFカードのみ]

CFカード内のファイルの位置をフォルダ内で移動したり、別のフ

ォルダに移動またはコピーすることができます。これらの操作はフ

ォルダファインダ画面で行います（ファイルメニュー画面に入る必

要はありません）。

以下の説明は、操作対象フォルダのフォルダメニュー画面が表示さ

れていることを前提にしています。

同一フォルダ内のファイル移動

1. フォルダファインダ画面で、本体のÔ / キーおよび

MULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、CURSORキー）を

使って、移動したいファイルを含むフォルダのファインダ画面

を表示します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）、移動したいファイルを反転

します。

3. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を長押しします。

移動対象ファイルが点滅します。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）移動対象ファイルを希望の位

置に移動します。

5. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

"MOVE" がポップアップ表示され、移動が確定します。

ファイルメニューの操作を取り消す（UNDO）

ファイルメニュー操作のうち、ファイル分割、ファイル結合、およ

びファイル削除については、操作を実行した直後に、操作を取り消

すことができます。

再生モードが連続再生（CONTINUE）に設定されているときのみ

可能です。

取り消し操作を行うときは、ファイルメニュー画面を開く前の

フォルダファインダ画面で、どのファイルが選択されていても

かまいません。

1. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）UNDOを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

確認画面が表示されます。

3. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

取り消し（UNDO）が実行され、フォルダファインダ画面に戻

ります。このとき、UNDOされたフォルダ／ファイルが反転し

ています。

● 取り消し（UNDO）を中止する場合、本体のTIME / ESCキー

（リモコンの場合、CLR/ESCキー）を押します。

● UNDO 可能なファイル操作が存在しない場合、 "CAN'T

UNDO" を表示します。

メ モ

メ モ
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第7章　フォルダファインダを使う

フォルダ間のファイル移動／コピー

1. フォルダファインダ画面で、本体のÔ / キーおよび

MULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、CURSORキー）を

使って、移動したいファイルを含むフォルダのファインダ画面

を表示します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）、移動したいファイルを反転

します。

3. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を長押しします。

移動対象ファイルが点滅します。

点滅しているファイルを、フォルダ名が表示されているところ

まで移動すると、点滅しているファイル名が消えて、フォルダ

名が反転表示になります。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルとÔ / キー（リモコンの

場合、CURSOR § / ¶ / ˙ / ¥キー）を使ってフォルダフ

ァインダ内をナビゲートして、移動先のフォルダを開きます。

カーソルをファイル名が表示されているところまで移動すると、

移動対象ファイルの点滅表示が現れます。

5. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶を使って）、点滅している移動対象ファイル

を移動先にしたい位置に移動します。

MULTI JOGダイヤルを押します。（リモコンの場合、ENTER

キーを押します。）。

以下のポップアップが表示されます。

6. ファイルを以前の場所から単に移動する場合は "MOVE" 、ファ

イルをコピーする場合は "COPY" を反転し、本体のMULTI

JOGダイヤルを（リモコンの場合、ENTERキーを）押します。

操作が実行され、実行中、ポップアップが表示されます。

COPYの場合は移動元にファイルが残ります。MOVEの場合は

移動元にファイルが残りません。

メ モ
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第8章　CD-DAファインダ画面を使う [オーディオCDのみ]

オーディオCD（CD-DA）トラックを記録したCDの場合、CD-

DAファインダ画面を使って、再生するトラックを選択することが

できます。また、オーディオCDトラックが記録されている未ファ

イナライズCDの場合、CD TEXTの編集を行うことができます。

以下の説明では、オーディオCDがセットされ、カレントデバイス

としてCDが選択されていることを前提にしています。

CD-DAファインダ画面を開く

停止中／一時停止中／再生中に、本体のMENUキーを長押しする

と（リモコンの場合、FINDERキーを押すと）、CD-DAファイン

ダ画面が表示されます。

この画面にはトラック番号順にトラックがリスト表示されます。

停止中に呼び出すと、トラック1が反転します。一時停止中／再生

中に呼び出すと、現在のトラックが反転します。

CD-DAファインダ画面を終了してホーム画面に戻るには：

本体のTIME / ESCキー（リモコンの場合はCLR/ESCキー）を

押します。

再生するトラックを選ぶ

CD-DAファインダ画面から、以下の方法で再生するトラックを選

ぶことができます。

1. CD-DAファインダ画面を開き、再生したいトラックを反転させ

ます。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

停止中に上記操作を行うと、反転トラックの再生が始まります。

一時停止中に上記操作を行うと、反転トラックの先頭で一時停

止になります。

CD TEXTを編集する

オーディオCDトラックが記録されている未ファイナライズCDが

セットされている場合、以下の方法でCD TEXTを編集することが

できます。

1. CD-DAファインダ画面を開き、希望のトラックを反転させます。

2. MENUキーを押します。

反転トラックのCDテキスト編集画面が表示されます。

3. 以下の要領で名前を編集します。

● 編集位置（カーソル位置）を移動するには：
本体のÔ / キー（またはリモコンのCURSOR ˙ / ¥

キー）を使います。

● カーソル位置の文字を変更するには：
本体のMULTI JOGダイヤルを回します（またはリモコンの
CURSOR § / ¶キーを押します）。

● 文字を削除するには：
本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）
を押します。

● カーソル位置より後ろの文字をすべて削除するには：
本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）
を長押しします。

● 文字種（大文字／小文字）を切り換えるには：
本体のDISPLAY / INFOキー（またはリモコンのDISPLAY
キー）を押します。

● 1文字分の空白（スペース）を空けるには：
CALLキーを押します。

● 編集をキャンセルするには：
STOPキーを押します。

4. 設定を終えたら、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコ

ンのENTERキー）を押して、編集を確定します。

ディスプレイがCD-DAファインダ画面に戻ります。

5. CDをファイナライズする。（→38ページ「CDのファイナラ

イズ」）

以下の記号や句読点は名前に使うことができません。

￥ ／ ： ； , * ？ " ＜ ＞ ｜

ご注意
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第9章　プレイリストの編集 [CFのみ]

概要

CFカード使用時、本機のプレイリスト再生機能を使うことができ

ます。CDの場合はプレイリスト再生ができません。

CFカードを初めて本機にセットすると、本機が3つの空のプレイ

リスト（01～03）をカード上に自動作成します。これらのプレ

イリストにカード内のオーディオファイルを登録しておくと、再生

エリアをプレイリストに設定したとき、現在選択中のプレイリスト

（＝カレントプレイリスト）内のファイルを再生対象にすることが

できます。

プレイリストに関する作業を行うには、まず「プレイリストファ

インダ画面」を開きます。この画面から「プレイリストメニュー

画面」に進むと、ファイルをプレイリストに追加したり、プレイ

リストの内容を一括削除することができます。またプレイリスト

ファインダ画面から「プレイリスト画面」（プレイリストに含まれ

るファイルを表示）に進み、操作対象ファイルを選んでから「フ

ァイルメニュー画面」に進むと、プレイリストへのファイル追加、

プレイリストからのファイル削除、およびプレイリスト内のファ

イル移動を行うことができます。

［プレイリストファインダ 画面]

［プレイリスト画面]

［プレイリストメニュー画面］

プレイリストファインダ画面を開く

再生エリア（ → 22ページ「再生エリア」）がPLAY LISTの場合、

停止中／再生中／一時停止中に本体のMENUキーを長押しすると

（リモコンの場合、FINDERキーを押すと）、プレイリストファイ

ンダ画面が表示されます。

プレイリストファインダ画面内のナビゲー
ション

プレイリストファインダ画面には、3 つのプレイリスト

（"PLAYLIST_01"～"PLAYLIST_03"）が表示されます。

右側には、それぞれのプレイリストに登録されているファイル（ト

ラック）数が表示されます。

プレイリストファインダ画面が表示されているとき、本体のMULTI

JOGダイヤルを回して（リモコンの場合はCURSOR § / ¶キー

を押して）、操作対象のプレイリストを選択（反転）します。

この状態で以下の操作が可能です。

● プレイリストの頭から再生を開始する：

PLAYキーを押します。再生開始と同時にホーム画面に戻りま

す。

また、選択したプレイリストがカレントプレイリストに設定さ

れます。

● プレイリストの頭で一時停止する：

READYキーを押します。一時停止すると同時にホーム画面に

戻ります。

また、選択したプレイリストがカレントプレイリストに設定さ

れます。

● プレイリスト画面を開く：

本体のMULTI JOGダイヤルまたは˚キー（リモコンの場合

はENTERキーまたはCURSOR ¥キー）を押します。

プレイリスト画面にはプレイリスト内のファイルがリスト表示さ

れます。この画面内で操作対象ファイルを反転してMENUキー

を押すと、ファイルメニュー画面が開きます。（ → 49ページ

「ファイルメニュー画面の操作」）
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第9章　プレイリストの編集 [CFのみ]

● プレイリストメニュー画面を開く：

MENUキーを押します。プレイリストメニューの各項目の詳細

は以下の「プレイリストメニュー画面の操作」（56ページ）を

ご覧ください。

● プレイリストのプロパティを表示する：

本体のDISPLAY / INFOキー（リモコンの場合、DISPLAY

キー）を押します。

プレイリストに含まれるトラックの数とプレイリストのトータ

ル再生時間が表示されます。

再度、本体の DISPLAY / INFOキー（リモコンの場合、

DISPLAYキー）を押すと、プロパティ表示が消えて、プレイ

リストファインダ画面に戻ります。

プレイリストメニュー画面の操作

プレイリストメニューでは、プレイリストからのファイル削除、プ

レイリストへのファイル追加を行うことができます。

以下の説明は、操作対象プレイリストのプレイリストメニュー画面

が表示されていることを前提にしています。

プレイリストメニュー画面を表示するには、プレイリストファイ

ンダ画面で希望のプレイリストを反転してMENUキーを押しま

す。（ → 55ページ「プレイリストファインダ画面内のナビゲーシ

ョン」）

プレイリストにファイルを追加する

以下の手順でプレイリストにファイルを追加することができます。

なお、フォルダに含まれるファイルを一括して追加することもでき

ます。

1. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）、ADD PLAYLISTを反転し

ます。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

フォルダファインダ画面が表示されます。

3. 追加したいファイルまたはフォルダを選択（反転）します。

フォルダファインダ画面内のナビゲーションについては「フォ

ルダファインダ画面内のナビゲーション」（45ページ）をご覧

ください。

フォルダを選択すると、フォルダ内のファイルすべてが追加さ

れます。

サブフォルダ内のファイルは追加されません。

4. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を長押しします。

ファイル（またはフォルダ内の全ファイル）がプレイリストに

追加されます。

● プレイリストに登録可能なトラック数は、最大99トラックで

す。

● 99トラック以上の登録を行おうとした場合、"P.LIST FULL"

を表示し、トラックの登録を行いません。

● プレイリストに同じトラックを複数回登録することはできませ

ん。

メ モ

メ モ
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第9章　プレイリストの編集 [CFのみ]

プレイリストのファイルを削除する

以下の手順でプレイリスト上のファイルを一つずつ、または全ての

ファイルを一度に削除することができます。

ただしプレイリスト上からファイルを削除しても、ファイルがカー

ドから削除されることはありません。

1. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）プレイリスト中のファイルも

しくはプレイリストを選択します（プレイリストを選択した場

合は、プレイリスト中の全ファイルが削除されます）。

2. MENUキーを押してプレイリストメニュー画面を開きます。

3. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）DELETEを反転します。

4. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

確認のポップアップ画面が表示されます。

5. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

削除を取り消すには、本体のTIME / ESCキー（またはリモコ

ンのCLR/ESCキー）を押します。

ファイルを移動する

ファイルの位置をプレイリスト内で移動することができます。

1. 移動したいファイルを反転します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤルを長押しします。（リモコンの場

合、ENTERキーを押します。）

移動対象ファイルが点滅しています。

3. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（リモコンの場合、

CURSOR § / ¶キーを押して）移動対象ファイルを希望の位

置に移動します。

4. 本体のMULTI JOGダイヤル（リモコンの場合、ENTERキー）

を押します。

移動が確定します。
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第10章　CDとCFカード間のファイルコピー

CFカードに記録されているファイルをCDにコピー（または変換

コピー）することができます。また、CDに記録されているファイ

ルをCFカードにコピー（または変換コピー）することができます。

これらのコピーは、CDメニューを使って行いますのでカレントデ

バイスをCDに設定します。

また、以下に述べる操作を行う前に、あらかじめ適切なCDおよび

CFカードを本機にセットしておきます。

CFカードのファイルをCDにコピー／変換
コピーする

CFカード上のファイル（MP3またはWAVファイル）をブランク

CD（CD-R／CD-RW）ディスクにコピー／変換コピーする場合、

そのままのファイル形式でデータCDとして記録するか、オーディ

オCD（CD-DA）形式で記録するかを選択します。オーディオCD

を選択した場合、CFカード上のサンプリング周波数44.1kHzの

MP3またはWAVファイルを、オーディオCD（CD-DA）フォー

マットに変換してCDに記録することができます。

すでにトラックが記録されていてファイナライズされていないCD

ディスクを使う場合、ディスクの形式（オーディオCDまたはデー

タCD）がすでに決定していますので、その形式に従って記録を行

います。

本機はCDにWAVファイルの録音することはできませんが、

CFカード上のWAVファイルをCDにコピーすることができま

す。CDにコピーされたWAVファイルは本機で再生することが

できます。

オーディオCDを作成する

CFカード上のファイル（MP3またはWAVファイル）をオーディ

オCD（CD-DA）フォーマットに変換してCDに記録する手順を説

明します。

以下の手順は、カレントデバイスがCDに設定され、コピー元のフ

ァイルを含むCFカードおよびコピー先のCDが本機にセットされ

ていることを前提にしています。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

3. BURN TO CD項目を反転して、本体のMULTI JOGダイヤル

（またはリモコンのENTERキー）を押します。

本機が自動的にCFカードの読み込みを行います。

読み込み中は "MEDIA READ" およびプログレスバーがポップ

アップ表示されます。

ご注意

CFカードがセットされていない場合、"MEDIA READ" 後に

"CF READ" がポップアップ表示されます。

4. CDドライブにブランクCDがセットされている場合、CFカー

ドの読み込み後、CDの書き込み形式を選択するポップアップ

画面が表示されますので、 "CDDA" を反転して、本体の

MULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）を押

します。

CFカードのフォルダファインダ画面が表示されます。

CDにすでにオーディオCDトラックが書き込まれている場合、

上記のポップアップ画面は表示されず、自動的にCD-DA形式

が選択されます。

5. CDに記録するソースを選択します。

「フォルダファインダ画面内のナビゲーション」（45ページ）

の説明に従ってファインダ内を移動して、ファイルを選択しま

す。フォルダを選択することはできません。

複数のファイルを選択するには、希望のファイルを反転した状

態でCALLキーを押す、という操作を繰り返します。選択した

ファイルにはチェックマーク（ "✔" ）が付きます。なお同一フ

ォルダ内にあるファイルのみ、複数選択が可能です。

選択したファイルを選択解除するには、再びCALLキーを押し

ます。

≠ コピー元ファイルのサンプリング周波数は44.1kHzでなけれ

ばなりません。サンプリング周波数48kHzのファイルを選択し

ようとすると、"Cannot burn  48kHz file" がポップアップ表

示されます。

≠ 同一フォルダ内のファイルのみ複数選択可能ですので、CALL

キーを使って1つ目のファイルを選択すると、以後は別のフォ

ルダに移動することができなくなります。

≠ 選択済みのファイルを選択しようとすると、警告メッセージが

表示されます。

メ モ

メ モ

メ モ
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● コピー元ファイルが4秒未満のファイルを選択しようとすると、

"Cannot burn under 4s" がポップアップ表示されます。

● ファイルを一つだけ選択する場合はCALLキーを押す必要があ

りません。反転した状態で次の手順6.に進んでください。

6. CDに記録するファイルをすべて選択したら、本体のMULTI

JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）を長押しして、

選択を確定します。

CDのトラックリストが表示されます。

書き込んだ後のCDの残り時間が画面右上に表示されます。時

間をオーバーすると "OVER" が表示され、選択しているファイ

ルをCDに書き込むことができません。この場合、"OVER" が

表示されなくなるように、ソースになるファイルを削除する必

要があります。

すでに記録済みのファイルがある場合、そのファイルもリスト

に表示されます。

既存トラックには音符マークが付きます。追加するファイルに

は音符マークが付きません。

7. 必要に応じて、トラック順の変更や、ファイルの削除を行いま

す。

変更の手順については、下記の「トラックリスト内のファイル

を移動する」、「トラックリスト内のファイルを削除する」をご

覧ください。

8. 書き込みを実行するには、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

ポップアップが表示されます。

9. さらにトラックを追加したい場合は、ADD TRACKを選択して

本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）

を押します。（手順5.に戻ります。）トラックの選択を終了する

場合はBURN EXECUTEを選択して本体のMULTI JOGダイ

ヤル（またはリモコンのENTERキー）を押します。

確認のポップアップが表示されます。

10.再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

書き込みが始まります。

実行中は "BURN" およびプログレスバーがポップアップ表示さ

れます。

書き込みを終了すると、CDメニュー画面に戻ります。

トラックリスト内のファイルを移動する

トラックリスト表示中（上記手順6）、以下の要領でトラック順を

変更することができます。

ただし、記録済みのトラック順は変更できません。

1. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）トラック順を変更したいトラックを反転

します。

2. 本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）

を長押ししてトラック順変更モードにします。

反転していたトラックが点滅になります。

3. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）、点滅しているトラックを希

望の位置に移動します。

4. 本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）

を押します。

移動が確定します。

5. 必要に応じて、上記手順1～4を繰り返します。

トラックリスト内のファイルを削除する

トラックリスト表示中（上記手順6）、以下の要領でファイルを削

除することができます。すでに記録済みのファイルは削除できませ

ん。

1. MULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンのCURSOR

§ / ¶キーを使って）削除したいファイルを反転します。

2. ESCキーを長押しします。

ファイルが削除されます。
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データCDを作成する

CFカード上のファイル（MP3またはWAVファイル）をそのまま

の形式でデータCDにコピーする手順を説明します。

以下の手順は、カレントデバイスがCDに設定され、コピー元のフ

ァイルを含むCFカードおよびコピー先のCDが本機にセットされ

ていることを前提にしています。

本機はCFカード上のWAVファイルをCDにコピーすることが

できますが、CDを使ったWAVファイルの録音はできません。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

3. BURN TO CD項目を反転して、本体のMULTI JOGダイヤル

（またはリモコンのENTERキー）を押します。

本機が自動的にCFカードの読み込みを行います。

読み込み中は "MEDIA READ" およびプログレスバーがポップ

アップ表示されます。

CFカードがセットされていない場合、"MEDIA READ" 後に

"CF READ" がポップアップ表示されます。

4. CDドライブにブランクCDがセットされている場合、CFカー

ドの読み込み後、CDの書き込み形式を選択するポップアップ

画面（下図）が表示されますので、"CD-Data" を反転して、本

体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）

を押します。

メ モ

ご注意

CFカードのフォルダファインダ画面が表示されます。

CDにすでにMP3またはWAVファイルが書き込まれている場

合、上記のポップアップ画面は表示されず、自動的にデータ

CD形式が選択されます。

5. CDにコピーするソースを選択します。

「フォルダファインダ画面内のナビゲーション」（45ページ）

の説明に従ってファインダ内を移動して、フォルダまたはファ

イルを選択します。フォルダを選択すると、フォルダ内のファ

イルがすべてソースになります。

複数のフォルダやファイルを選択する場合、希望のフォルダま

たはファイルを反転した状態でCALLキーを押す、という操

作を繰り返します。選択したフォルダやファイルにはチェック

マーク（ "✔" ）が付きます。なお同一フォルダ内にあるフォ

ルダやファイルのみ、複数選択が可能です。

選択したファイルを選択解除するには、再びCALLキーを押し

ます。

≠ 同一フォルダ内のフォルダ／ファイルのみ選択可能ですので、

CALLキーを使って1つ目のフォルダ／ファイルを選択すると、

以後は別のフォルダに移動することができなくなります。

≠ フォルダまたはファイルを一つだけ選択する場合CALLキーを

押す必要がありません。反転した状態で次の手順6.に進んでく

ださい。

6. CDにコピーするファイルをすべて選択したら、本体のMULTI

JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）を長押しして、

選択を確定します。

ターゲット選択画面が表示されます。

ディスクの空き容量やトラック数制限を超えるようなコピー元

選択を行った場合、ターゲット選択画面に進むことができませ

ん。このような場合、選択したフォルダやファイルの削除を行

って、制限を超えないようにしてください。

メ モ

メ モ
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● コピー元ファイルのトータル容量がコピー先ディスクの空き容

量を超えている場合、上記手順6.の後、"CAPACITY OVER"

がポップアップ表示されます。

● コピー元ファイルをコピーするとディスクのトラック数制限を

超える場合、上記手順6.の後、"TRACK OVER" がポップアッ

プ表示されます。

7. 書き込み先（ターゲット）を選択します。

すでにフォルダ構造を持っているディスクの場合、「フォルダフ

ァインダ画面内のナビゲーション」（45ページ）の説明に従っ

てファインダ内を移動してフォルダまたはファイルを選択しま

す。

選択したフォルダまたはファイルの後ろに、フォルダやファイ

ルが書き込まれます。

［コピー前の画面表示]

［コピー後の画面表示]

メ モ
8. 本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）

を長押しして、選択を確定します。

確認画面が表示されます。

名前の重複がある場合、以下のポップアップ画面が表示されま

す。

ESCキーまたはSTOPキーを押すとポップアップ画面が消え

て、メニュー画面に戻ります。

9. 再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

書き込みが実行されます。

実行中は、"BURN" およびプログレスバーがポップアップ表示

されます。

書き込みを終了すると、CDメニュー画面に戻ります。

メ モ
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CDのファイルをCFカードにコピー／変換
コピーする

CD上のファイルをCFカードにコピー／変換コピーすることがで

きます。オーディオCDディスクからのコピーでは、各トラックフ

ァイルが指定されたフォーマット（MP3またはWAVファイル）

に変換されて書き込まれます。MP3やWAVファイルを記録した

CDからのコピーでは、そのままの形式で書き込まれます。

オーディオCDのトラックを変換コピーする

CD上のオーディオCD（CD-DA）トラックをMP3またはWAV

フォーマットに変換してCFカードに書き込む手順を説明します。

以下の手順は、カレントデバイスがCDに設定され、コピー元のフ

ァイルを含むCFカードおよびコピー先のCDが本機にセットされ

ていることを前提にしています。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

3. RIP TO CF項目を反転して、本体のMULTI JOGダイヤル

（またはリモコンのENTERキー）を押します。

本機が自動的にCFカードの読み込みを行います。

読み込み中は "MEDIA READ" およびプログレスバーがポップ

アップ表示されます。

読み込み終了後、以下の画面が表示されます。

CFカードがセットされていない場合、"MEDIA READ" 後に

"CF READ" がポップアップ表示されます。

4. CFカードに記録するファイルのフォーマットを選択します。

file type（ファイルタイプ）：

".mp3" または ".wav" を選択します。

bitrate（ビットレート）：

64kbps、128kbps、192kbps、256kbps、320kbps の

中から選択します。

CF カードに記録するファイルのサンプリングレートは

44.1kHz固定です。

メ モ

メ モ

5. すべての設定を終えたら、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を長押しします。

ソース選択画面が表示されます。

6. コピーするトラック（ソース）を選択します。

ソースにするトラックを反転し、CALLキーを押してチェック

マーク（ "✔" ）を付けます。複数のトラックを選択する場合、

この操作を繰り返します。

選択したファイルを選択解除するには、再びCALLキーを押し

ます。

画面右上部に、書き込み後のCFカードの残量が表示されます。

ソース選択作業中にソース容量がCFカードの残り容量を超えた

り、ソーストラック数がCFカードのファイル数制限を超えると、

"OVER" が表示され、次の手順7.を受け付けません。選択解除

などを行って、"OVER" が表示されなくなるようにしてくださ

い。

トラックを一つだけ選択する場合はCALLキーを押す必要があ

りません。反転した状態で次の手順7.に進んで下さい。

7. すべての希望トラックを選択したら、本体のMULTI JOGダイ

ヤル（またはリモコンのENTERキー）を長押しして選択を確

定します。

ターゲット（書き込み先）選択を行うためのフォルダファイン

ダ画面が表示されます。

8. 書き込み先（ターゲット）を選択します。

「フォルダファインダ画面内のナビゲーション」（45ページ）

の説明に従ってファインダ内を移動して、フォルダまたはファ

イルを選択します。

メ モ
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選択したフォルダまたはファイルの後ろに、フォルダやファイ

ルが書き込まれます。

［コピー前の画面表示]

［コピー後の画面表示]

9. 本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）

を長押しして、コピー先を確定します。

10.再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

書き込みが始まります。

実行中は "RIP" およびプログレスバーがポップアップ表示され

ます。

書き込みを終了すると、CDメニュー画面に戻ります。

データCDのファイルをコピーする

データCD上のMP3ファイルまたはWAVファイルを、そのまま

の形式でCFカードにコピーする手順を説明します。

以下の手順は、カレントデバイスがCDに設定され、コピー元のフ

ァイルを含むCFカードおよびコピー先のCDが本機にセットされ

ていることを前提にしています。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

3. RIP TO CF項目を反転して、本体のMULTI JOGダイヤル

（またはリモコンのENTERキー）を押します。

本機が自動的にCFカードの読み込みを行います。

読み込み中は "MEDIA READ" およびプログレスバーがポップ

アップ表示されます。

読み込み終了後、以下のようなCDのフォルダファインダ画面

が表示されます。

CFカードがセットされていない場合、"MEDIA READ" 後に

"CF READ" がポップアップ表示されます。

4. コピーするファイル（ソースファイル）を選択します。

「フォルダファインダ画面内のナビゲーション」（45ページ）

の説明に従ってファインダ内を移動して、フォルダまたはファ

イルを選択します。フォルダを選択すると、フォルダ内のファ

イルがすべてソースになります。

複数のフォルダやファイルを選択する場合、希望のフォルダま

たはファイルを反転した状態でCALLキーを押す、という操

作を繰り返します。選択したフォルダやファイルにはチェック

マーク（ "✔" ）が付きます。なお同一フォルダ内にあるフォ

ルダやファイルのみ、複数選択が可能です。

選択したフォルダやファイルを選択解除するには、再びCALL

キーを押します。

● 同一フォルダ内のフォルダ／ファイルのみ複数選択可能ですの

で、CALLキーを使って1つ目のファイルを選択すると、以後

は別のフォルダに移動することができなくなります。

● フォルダまたはファイルを一つだけ選択する場合はCALLキー

を押す必要がありません。反転した状態で次の手順5.に進んで

ください。

メ モ

メ モ
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5. コピーするファイルをすべて選択したら、本体のMULTI JOG

ダイヤル（またはリモコンのENTERキー）を長押しして選択

を確定します。

選択が確定すると、CFカードのフォルダファインダ画面が表示

されます。この画面で書き込み先を選択します。

ソース容量がCFカードの残り容量を超えたり、ファイル数が

C F カードのファイル数制限を超えると、それぞれ

"CAPACITY OVER" 、"TRACK OVER" がポップアップ表示

され、ソース選択を確定することができません。

この場合、STOPキーを押してポップアップ表示を消し、ソー

スファイルの総容量あるいは数を減らしてから、再度、本体の

MULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）を長

押ししてください。

6. 書き込み先（ターゲット）を選択します。

「フォルダファインダ画面内のナビゲーション」（45ページ）

の説明に従ってファインダ内を移動して、フォルダまたはファ

イルを選択します。

選択したフォルダまたはファイルの後ろに、フォルダやファイ

ルが書き込まれます。

［コピー前の画面表示]

［コピー後の画面表示]

7. 本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンのENTERキー）

を長押ししてコピー先を確定します。

コピー先にすでにあるファイルと名前が重複している場合、以

下のポップアップ画面が表示されます。

8. 再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

書き込みが始まります。

実行中は "RIP" およびプログレスバーが表示されます。

書き込みを終了すると、CDメニュー画面に戻ります。
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第11章　CD-RWの管理

CDメニューを使って、CD-RWのアンファイナライズ、トラック

消去、ディスク消去、ディスクのリフレッシュを行うことができま

す。本章ではこれらのCD-RW管理機能について説明します。

以下の操作説明は、カレントデバイスがCDに設定され、CD-RW

がセットされていることを前提としています。

CDメニューを使って、この他にCDのファイナライズ、CDと

CFカード間のファイルコピーを行うことができます。

ファイナライズについては「第6章　録音」の中で説明しま

す（ → 38ページ「CDのファイナライズ」）。またCDとCF

カード間のファイルコピーについては「第10章　CDとCF

カード間のファイルコピー」（58ページ）をご覧ください。

CDをアンファイナライズする

ファイナライズ済みのCD-RWディスクがセットされている場合、

ERASE項目を使ってアンファイナライズを行うことができます。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

3. ERASE項目を反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

項目選択のためのウィンドウがポップアップ表示されます。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）ポップアップウィンドウに

"Unfinalize" を表示して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

以下の確認画面がポップアップ表示されます。

5. 再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

アンファイナライズが始まります。

実行中は "UNFINALIZE" およびプログレスバーが表示されま

す。

アンファイナライズを終了すると、CDメニュー画面に戻りま

す。

CD-DAが記録されたディスクでのみ実行可能です。

メ モ

メ モ

トラックを消去する

オーディオCDを記録したCD-RWの場合、トラックを消去するこ

とができます。指定のトラック番号以降（最終トラックまで）が消

去されます。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

3. ERASE項目を反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

項目選択のためのウィンドウがポップアップ表示されます。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）ポップアップウィンドウ表示

を選び、以下のような表示のときに本体のMULTI JOGダイヤ

ル（またはリモコンのENTERキー）を押します。

5. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）、消去するトラック範囲の始

まりのトラックを選択します。上の画面例ではトラック "12"

が選ばれています。

トラック範囲の最終トラック（上図の "19" 部）はディスクの

最終トラックに固定され、変更できません。

6. 選択を終えたら、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコ

ンのENTERキー）を押します。

確認画面が表示されます。

7. 再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

トラック消去が始まります。

実行中は "- ERASE -" およびプログレスバーが表示されます。

トラック消去を終了すると、CDメニュー画面に戻ります。

● ファイナライズ済みのディスクに対してトラック消去を実行す

る場合、本機がディスクをアンファイナライズしてから、指定

のトラックの消去を行います。

● CD-DAが記録されたディスクでのみ実行可能です。

メ モ
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第11章　CD-RWの管理

ディスクを消去する

CD-RWディスク全体を消去することができます。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

3. ERASE項目を反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

項目選択のためのウィンドウがポップアップ表示されます。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR § / ¶キーを使って）ポップアップウィンドウに

"Erase Media" を表示して、本体のMULTI JOGダイヤル

（またはリモコンのENTERキー）を押します。

確認画面が表示されます。

5. 再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

ディスクの消去が始まります。

実行中は "- ERASE -" およびプログレスバーが表示されます。

ディスクの消去を終了すると、CDメニュー画面に戻ります。

ディスクをリフレッシュ（全面消去）する

CD-RWディスクをリフレッシュ（全面消去）することができます。

停電などが原因でファイナライズの途中で強制終了したディスク

や、コンピュータで使用したディスクは、本機で認識できないこと

があります。このような場合は、以下の操作でディスクをリフレッ

シュすると、認識できるようになることがあります。

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. CDメニューを反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

3. ERASE項目を反転して、本体のMULTI JOGダイヤル（また

はリモコンのENTERキー）を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

4. 本体のMULTI JOGダイヤルを回して（またはリモコンの

CURSOR▼/▲キーを使って）ポップアップウィンドウに

"Refresh" を表示して、本体のMULTI JOGダイヤル（または

リモコンのENTERキー）を押します。

確認画面が表示されます。

5. 再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

ディスクのリフレッシュが始まります。

実行中は "- REFRESH -" およびプログレスバーが表示されま

す。

ディスクのリフレッシュを終了すると、CDメニュー画面に戻

ります。

XL-R1_Dom.qxd  08.9.1  09:36  ページ66



XL-R1 67

第12章　その他の設定など

出荷時の設定に戻す

メニューその他の設定を工場出荷時の設定に戻すことができます。

カレントデバイスにメディアをセットしているときは設定を戻すこ

とができません。

メディアを取り外してから、以下のメニュー操作を行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. UTILITYメニューを選択します。

3. FACTORY PRESET項目を選択します。

確認のポップアップが表示されます。

CFカードをセットした状態でFACTORY PRESET項目を選

択すると、"CAN'T SELECT" がポップアップ表示され、選択

を受け付けません。カードを取り出して再度操作を行ってくだ

さい。

4. 再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

設定がリセットされ、"COMPLETE" が表示されて消えます。

5. 本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を押してホーム画面に戻します。

CFカードをフォーマットする

カレントデバイスとしてCFが選択され、停止状態のとき、CFカー

ド全体をFAT 形式でフォーマットすることができます。

他の機器で使用したCFカードを本機で使用するときは、最初にフ

ォーマットを行ってください。

フォーマットすると、記録されたフォルダやファイルはすべて

消去されます。

以下のメニュー操作を行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. UTILITYメニューを選択します。

ご注意

メ モ

3. MEMORY FORMAT項目を選択します。

確認のポップアップが表示されます。

4. 再度、本体のMULTI JOGダイヤル（またはリモコンの

ENTERキー）を押します。

カードがフォーマットされます。

実行中、"Execute" が表示されます。

5. 本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を押してホーム画面に戻します。

メディアの情報を見る

カレントデバイス（CDまたはCF）にセットされているメディア

の情報を見ることができます。

以下のメニュー操作を行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. UTILITYメニューを選択します。

3. INFORMATION項目を選択します。

メディアの情報が表示され、全体容量、空き容量などを確認す

ることができます。

［CFデバイス選択時の表示]

［CDデバイス選択時の表示]

4. 本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を押してホーム画面に戻します。
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第13章　コンピュータキーボードを使った操作

IBM PC 互換機用、PS/2インタフェースのキーボードを本機フロ

ントパネルに接続することにより、キーボードを使って本機を操作

することができます。各種コントロールが可能ですが、特に名前の

入力を効率的に行うことができます。

キーボードタイプの設定

接続するキーボードに合わせて、キーボードタイプを選択します。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. UTILITYメニューを選択します。

3. KEYBOARD TYPE項目を選択します。

4. 接続するキーボードに合わせて、タイプを "JPN"（日本語対応

キーボードの場合）または "US"（英語対応キーボードの場合）

に設定します。

5. 本体のTIME / ESCキー（またはリモコンのCLR/ESCキー）

を押してホーム画面に戻します。

キーボードを使って名前を入力する

パソコンの文字入力と同じ感覚で、フォルダ名、トラック名を編

集／入力することができます。

名前を編集する画面（RENAME画面）に入るには、フォルダファ

インダメニューから フォルダメニューまたはファイルメニューに

入り、RENAME項目を選択するか、またはプレイリストファイン

ダメニューからプレイリストメニューまたはファイルメニューに入

り、RENAME項目を選択します。

］

入力する文字種を選択するには：

CAPSキー：「英大文字」を選択／解除します。

解除のとき：「英小文字」になります。

入力するには：

数字キー、文字キーで直接入力

カーソルを移動するには

ß / ™ / ∑ / ≈ キーを使います。

文字を削除するには：

Deleteキー：カーソル位置の文字を削除します。

Back Spaceキー：カーソル手前の文字を削除します。

文字を挿入するには：

希望の位置で Insertキーを押します。

文字を修正するには：

カーソルを合わせて上書きします。

以下の記号や句読点は名前に使うことができません。

￥ ／ ： ； , * ？ " ＜ ＞ ｜

ご注意
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第13章　コンピュータキーボードを使った操作

CTRL+ F1
FLASH LOAD完了時、トラック1を

フラッシュスタート再生

CTRL+ F2 
FLASH LOAD完了時、トラック2を

フラッシュスタート再生

CTRL+ F3 
FLASH LOAD完了時、トラック3を

フラッシュスタート再生

CTRL+ F4 
FLASH LOAD完了時、トラック4を

フラッシュスタート再生

CTRL+ F5 
FLASH LOAD完了時、トラック5を

フラッシュスタート再生

CTRL+ F6 
FLASH LOAD完了時、トラック6を

フラッシュスタート再生

CTRL+ F7 
FLASH LOAD完了時、トラック7を

フラッシュスタート再生

キーボードのキー 動作

F1 キー
本体MULTI JOGダイヤルを左方向に回した

ときと同じ（リモコンのSKIP Âキーと同じ）

F2 キー
本体MULTI JOGダイヤルを右方向に回した

ときと同じ（リモコンのSKIP ¯キーと同じ）

F3 キー リモコンのKEYキーと同じ

F4 キー STOPキーと同じ

F5 キー PLAYキーと同じ

F6 キー READYキーと同じ

F7 キー リモコンのAUTO CUEキーと同じ

F8 キー RECORDキーと同じ

F9 キー リモコンのAUTO READYキーと同じ

F10 キー リモコンのREPEATキーと同じ

F11 キー リモコンのP.MODEキーと同じ

F12 キー
本体のSPEEDつまみを押したときと同じ

（リモコンのSPEEDキーと同じ）

SHIFT+ F1 キー
編集モードの

"DELETE(CF) / ERASE TRK (CD)" へ

SHIFT+ F2 キー "ERASE MEDIA" へ (CD)

SHIFT+ F3 キー
編集モードの

"FORMAT (CF) / REFRESH (CD)" へ

SHIFT+ F4 キー 編集モードの "MOVE (CF)" へ

SHIFT+ F5 キー 編集モードの "DIVIDE (CF)" へ

SHIFT+ F6 キー 編集モードの "COMBINE (CF)" へ

SHIFT+ F7 キー リモコンのFINDER キーと同じ

SHIFT+ F8 キー
編集モードの

"RENAME (CF) / CD TEXT (CD)" へ

SHIFT+ F9 キー
本体のSELECTキー、

リモコンのDEVICE SELECTキーと同じ

SHIFT+ F10 キー リモコンのFLASH LOADキーと同じ

SHIFT+ F11 キー "UNFINALIZE" へ (CD）

SHIFT+ F12 キー "FINALIZE" へ (CD)

キーボード操作一覧

名前の入力だけでなく、トランスポートコントロール、編集など、

各種動作をキーボードからコントロールすることができます。以下

に、キーボードのキーの機能をまとめておきます。
CTRL +F8 

FLASH LOAD完了時、トラック8を

フラッシュスタート再生

CTRL +F9 
FLASH LOAD完了時、トラック9を

フラッシュスタート再生

CTRL +F10 
FLASH LOAD完了時、トラック10を

フラッシュスタート再生

CTRL +F11 
FLASH LOAD完了時、トラック11を

フラッシュスタート再生

CTRL +F12 
FLASH LOAD完了時、トラック12を

フラッシュスタート再生

CAPS キー 「英大文字」を選択／解除

数字キー 数字の入力

ß/™/∑/≈ キー リモコンCURSORキーと同じ

Delete キー カーソル位置の文字を削除

Back Space キー カーソル手前の文字を削除

Insert キー カーソル位置に文字を挿入

ESC キー
編集／タイトル編集をキャンセルして

メニューモードを終了

Enter キー ENTERキーと同じ

キーボードのキー 動作

キーボードを使って編集を行う場合、ファインダ画面表示中に、

行いたい編集キーを押してください。

例：DELETEを行う場合

SHIFT + F7 キー（FINDERキー）を押して、ファインダ画面

を表示します。

削除したいファイルまたは、フォルダをカーソルキーで反転表

示にします。

SHIFT + F1キーを押します。

"EXECUTE?" が表示されますので、ENTERキーを押してくだ

さい。

メ モ
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第14章　コントロールI/Oを使う

RS-232C端子を使う

本機のCONTROL I/0(RS- 232C)端子をコンピュータのRS-

232C端子と接続することにより、コンピュータから本機の制御

を行うことができます。

通信に関する設定はメニューから行います。

（メニュー画面の操作に関しての詳細は「メニュー画面の操作」

（16ページ）をご覧ください。）

1. MENUキーを押してメインメニューリスト画面を表示します。

2. UTILTITYメニューを選択します。

3. RS-232C項目を反転して、本体の ˚キー（またはリモコン

の¥キー）を押します。

RS-232C設定画面が表示されます。

4. 各項目の設定を行います。

BAUD RATE

ボーレート（通信速度）の設定を行います。

4800 、9600 、19200 、38400 (bps)の中からします

（初期設定：19200 ）。

PARITY BIT

通信パリティビットの設定を行います。

NON 、EVEN 、ODD の中からします（初期設定：NON ）。

STOP BIT

通信ストップビットの設定を行います。

1 または2 (bit)に設定します（初期設定：1 ）。

DATA LENGTH

通信データ長の設定を行います。

7 または8 (bit)に設定します（初期設定：8 ）。

5. 設定を終えたら、本体のTIME / ESCキー（またはリモコンの

CLR/ESCキー）を押してホーム画面に戻します。を押してホー

ム画面に戻します。

● RS- 232C設定は、電源を切っても保持されます。

● 本機のRS- 232C コマンドプロトコルにつきましては、弊社の

サービス窓口までお問い合わせください。

メ モ

ピン番号 機能 IN/OUT

1 GND －

2 Play/Flash 1 In

3 Stop/Flash 2 In

4 Record/Flash 3 In

5 ¯ (Next)/Flash 4 In

6 Â (Previous)/Flash 5 In

7 Flash Load In

8 Fader Start In

9 Flash Tally Out

10 Ready Tally Out

11 Record Tally Out

12 Stop Tally Out

13 Play Tally  Out

14 Remote Select** In

15 Ready/Flash 6 In

16 Call/Flash 7 In

17 Auto Cue/Flash 8 In

18 Auto Ready/Flash 9 In

19 Speed/Flash 10 In

20 Flash Page*** In

21 EOM Tally Out

22 CF Tally Out

23 － －

24 CD Tally Out

25 +5V* －

In ：外部コマンド受信アクティブロー

（グランド30ms 以上で動作）

Out:オープンドレインによるトランスポートステータス

表示用信号（耐圧50V 、最大電流50mA ）

パラレル端子を使う

CONTROL I/OのPARALLEL端子を使って、外部のコントロー

ラーから本機をパラレル制御することができます。ピン配列は以下

のとおりです。
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第14章　コントロールI/Oを使う

以下は、フェーダースタート／ストップによって本機の再生をコン

トロールする場合の接続例です。

START

STOP

Pin 1  

FADER START
Pin 8

GND

PARALLEL

＊最大供給電流50mA

＊＊ピン14（Remote Select）

ハイのとき、上の表で "／" で区切られた2つの機能が表記され

ている入力ピン（ピン2～6および15～19）は、前者の機能

が有効になり、通常のパラレルコントローラーとして使用する

ことができます。

ローのとき、上記の入力ピンはフラッシュスタートキーとして

機能します。

＊＊＊ピン20（Flash Page）

ピン14（Remote Select）がローのとき、ピン20のハイ／

ロー状態によって、割り当てトラックが以下のようになります。

#14 #20 フラッシュスタートトラック

ロー ハイ 1～10

ロー ロー 11～20

XL-R1_Dom.qxd  08.8.12  15:50  ページ71



72 XL-R1

第15章　メッセージ一覧

1行目 2行目

1 -- error --

EJECT

DECODE

内容

CDの排出に失敗しました。

MP3/WAVトラックの再生に失敗しました。

2 -- error -- REC STAND BY

MIX DISC

CF READ

TRACK

録音開始準備に失敗しました。

MP3/WAVトラックと、オーディオトラックが混在したメディアです。

CFカードがセットされていないため、Burn/Ripが実行できません。

CDに書き込まれたトラックが再生不可能なフォーマットのため、再生ができません。

3 -- error -- CAPACITY メディアの記録領域が不足しているため、録音が停止しました。

4 -- error -- RECORD 録音中にエラーが発生しました。

5 -- error -- INFO WRITING 情報の書き込み中にエラーが発生しました。

6 -- error -- OVER FLOW MP3/WAVトラックの録音中、録音バッファが不足しました。

7 -- error -- NotMatchDMA メディアがシステムの要求する仕様を満たさないため、録音ができません。

8 -- error -- FLASH LOAD フラッシュスタートデータ読み込み中にエラーが発生した。

9 -- error -- DIN UNLOCK デジタル入力がロックしていません。

10 -- error -- DIN NotAudio 入力されているデジタル情報がオーディオ以外になっています。

11 -- error -- FS UNMATCH されたサンプリング周波数と異なるデジタル信号が入力されています。

エラーメッセージ

以下のエラーメッセージがポップアップ表示されたときは、本体のSTOPキーまたはTIME / ESCキー(リモコンの場合、STOPキーまたは

CLR/ESCキー)を押してメッセージ表示を閉じてから原因を解消してください。それでも改善しない場合は、最寄りの弊社サービス部にご相

談ください。

警告メッセージ

操作を受け付けない場合、以下のような警告メッセージをポップアップ表示します。警告メッセージは約2秒間表示された後、自動的に消え

ます。

1 --caution-- CAN'T UNDO 取り消し可能な編集が存在しないため、UNDOできません。

2 --caution--

--caution--

SURE TEXT

MEDIA FULL

CD Textの登録がされているがTOC書き込みを行わずにEjectしようとしています。

メディアの記録領域が不足しているため、録音が開始できません。

3

--caution--

TRACK FULL 最大記録トラック数に達しているため、録音ができません。

4

--caution--

NoCallPoint コールポイントが存在しません。

5

--caution--

CAN'T REC システムの制限により録音ができません。

6

--caution--

WriteProtect 書き込みが禁止されたメディアです。

7

--caution--

NOT EXECUTE 編集の実行に失敗しました。

8

--caution--

CAN'T EDIT システムの制限により編集ができません。

9

--caution--

CAN'T SELECT システムの制限により/実行ができません。

10

--caution--

TRK PROTECT 保護されたトラックのため、編集ができません。

11

--caution--

NAME FULL 名前が最大文字数に達しています。

12

--caution--

PROGRAM FULL プログラム内のトラック数が最大数に達しているため、登録できません。

13

--caution--

PGM EMPTY プログラムが未登録ですので、再生や一時停止ができません。

14

--caution--

NoSearchTime 指定されたサーチタイム（サーチトラック）が存在しないため、サーチできませんでした。

15

--caution--

UnmatchMedia メディアがシステムの要求する仕様を満たさないため、録音ができません。

16

--caution--

Dif Playlist 指定されたプレイリストとメディア情報に相違があります。

17

--caution--

P.LIST FULL プレイリストへの登録数が規定数を超えるため、登録できませんでした。

18

--caution--

P.LIST EMPTY プレイリストが未登録ですので、再生や一時停止ができません。

19

20 --caution--

P.LIST ENTRY プレイリストに登録されたトラックを編集しようとしています。

1行目 2行目 内容

12 -- error --

13

14

15

-- error --

-- error --

-- error --

XL-R1_Dom.qxd  08.8.12  15:50  ページ72



XL-R1 73

第15章　メッセージ一覧

1 POWER ON システムが起動初期化中です。

2 DEVICE ERROR デバイスが認識できません。サービスへお問い合わせください。

3 NO MEDIA カレントデバイスにメディアがセットされていません。

4 MONITOR インプットモニター中です。

5 MEDIA READING メディア読み込み中です。

6 MEDIA ERROR メディアの読み込みに失敗しました。

7 UNKNOWN
FAT以外でフォーマットされたCFカードです。本機で使用する場合、フォーマットを行って

ください。

8 INITIALIZING MEDIA 本機で使用するための情報を作成中です。

9 RECORD STAND BY 録音開始準備中です。

10 INFORMATION WRITING 録音情報の書き込み中です。

1行目 内容

11 FLASH LOADING フラッシュスタート情報の読み込み中です。

12 Fs CHANGING
現在のトラックのサンプリング周波数に一致するよう、システムのサンプリング周波数を変更して
います。

動作メッセージ

必要に応じてカウンター部に以下のメッセージが表示されます。
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第16章　トラブルシューティング

本機の動作がおかしいとき、修理を依頼する前にもう一度、下記の

点検を行ってください。それでも改善しないときは、お買い上げ店

または当社サービス窓口にご連絡ください。

● 電源が入らない

電源プラグがしっかりと差し込まれているか確認してください。

● メディアを認識しない

● CFカードがしっかりと挿入されているか確認してください。

● CDに傷やよごれが付いていないか確認してください。

● 再生できない

● WAVファイルの場合、本機が対応しているサンプリング周波数

（44.1kHzまたは48kHz）と量子化数（16ビット）であるか

どうかを確認してください。MP3ファイルの場合、本機が対応

しているビットレートであるかどうかを確認してください。

● CDに傷やよごれが付いていないか確認してください。

● 音が出ない

モニターシステムとの接続をもう一度確認してください。また、ア

ンプの音量を確認してください。

● 録音できない

● 接続をもう一度確認してください。

● 録音レベルを調節してください。

● 設定を変えたのに記憶されていない

本機では、設定を変更するたびにバックアップを行っています。電

源を切るタイミングによってはバックアップを失敗してしまう場合

がありますので、設定の変更直後に電源を切らないでください。

● 雑音がする

接続ケーブルが接触不良になっていないか、確認してください。

● 名前編集時、Name Fullが表示される

ファイル名やフォルダ名などの文字数はシステムの制約上、255

文字（半角）までです。なおフォルダファインダ内のフルパスで

255文字ですので、例えばサブフォルダ内のファイルやフォルダ

の場合、上位フォルダの文字数分と仕切り文字に使われる文字数分

を255から差し引いた数が最大文字数になります。

● CDが取り出せない

CFカードの再生中はCDを取り出すことができません。STOPキ

ーを押してCFカードの再生を停止してから、EJECTキーを押し

てください。
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第17章　仕様

定格

● 記録ディスク：CFカード（小型カード型フラッシュメモリ）

CD-R、CD-R-DA、CD-RW、CD-RW-DA

（CD-RWはHigh Speedに対応）

● 録音／再生フォーマット：

MP3（CDまたはCFカード使用時）：

サンプリング周波数：44.1kHz、48kHz

ビット長：16ビット

転送レート：64、128、192、256、

320kbps

WAV（録音はCFカード使用時のみ）：

サンプリング周波数：44.1kHz、48kHz

ビット長：16ビット

CD-DA（CD使用時）：

サンプリング周波数：44.1kHz

ビット長：16ビット

● チャンネル数：2チャンネル（ステレオ）

1チャンネル（モノラル）

オーディオ入出力

アナログオーディオ

● ANALOG INPUTS (BALANCED)端子

アナログバランス入力

コネクター：XLR-3-31相当

規定入力レベル：＋4dBu 

最大入力レベル：＋20dBu (*1)

最小入力レベル－6dBu 以上（規定レベルに調整可能な最小入

力レベル）

入力インピーダンス：22kΩ

● ANALOG INPUTS (UNBALANCED)端子

アナログアンバランス出力

コネクター：RCAピンジャック

規定入力レベル：－10dBV

最大入力レベル：＋6dBV

最小入力レベル：－20dBV 以上（規定レベルに調整可能な最

小入力レベル）

入力インピーダンス：22kΩ

● ANALOG OUTPUTS (BALANCED)端子

アナログパランス出力

コネクター：XLR-3-32相当

規定出力レベル：＋4dBu

最大出力レベル：+20dBu (*1)

出力インピーダンス：100Ω

● ANALOG OUTPUTS (UNBALANCED)端子

アナログ出力アンバランス出力

コネクター：RCAピンジャック

規定出力レベル－10dBV

最大出力レベル＋6dBV 

出力インピーダンス：200Ω

● PHONES端子

ヘッドホン出力

コネクター：ステレオ標準ジャック（6.3φ）

定格出力： 45mW＋45mW 以上（THD+N:0.1%以下、32

Ω負荷時）

＊バランス最大入出力レベルを変更したいときはサービス窓口へお

問い合わせください。

デジタルオーディオ

● DIGITAL IN (COAXIAL)端子

デジタル入力

コネクター：RCAピンジャック

対応信号フォーマット：IEC- 60958-3 Consumer（S/PDIF）

入力可能サンプリング周波数：32kHz～48kHz

入力インピーダンス：75Ω（アンバランス）

可変ゲイン幅：－∞～＋10dBFS

● DIGITAL OUT (COAXIAL)端子

デジタル出力

コネクター：RCAピンジャック

対応信号フォーマット：IEC- 60958-3 Consumer（S/PDIF）

出力インピーダンス：75Ω（アンバランス）

コントロール入出力

● CONTROL I/O （RS- 232C）端子

通信仕様：RS- 232Cプロトコル仕様書1.00準拠

コネクター：D－Sub 9ピンコネクター

● CONTROL I/O （PARALLEL）端子

パラレルコントロール入出力

コネクター：D－Sub25ピンコネクター

最大入力電圧：＋5.5V

ハイレベル最小入力電圧：＋3.75V

ローレベル最大入力電圧：＋1.25V

出力形式：オープンドレイン (耐圧50V,最大電流50mA)

ローレベル最大出力電圧：0.5V

● REMOTE IN 端子

専用リモコンRM-SRXLR1接続用

コネクター：ステレオミニジャック

● KEYBOARD端子

PS/2キーボード接続用

コネクター：ミニDINコネクター

オーディオ性能

周波数特性：20Hz ～20kHz, ±0.5dB (録音時)

歪率：0.005%以下 (AES-17 20kHz)(録音時)

S/N比：95dB（AES-17 20kHz,A-weighted,Typical）(録音

時)

ダイナミックレンジ：95dB（AES-17 20kHz,A-weighted,

Typical）(録音時)

チャンネル間クロストーク：95dB（録音時）
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寸法図

一般

電源：AC100V、50/60Hz

消費電力：12W

外形寸法：482.6 ×44.5 ×301 mm （幅×高さ×奥行き）

重量：3.5kg

＊仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。

＊製品の改善により、取扱説明書のイラストなどが、一部製品と異なることがあります。あらかじめご了承ください。

＊当製品には、イーソル株式会社のFATファイルシステム、PrFILE®2およびPrFILE2 Unicode Interfaceが搭載されています。
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保証とアフターサービス

■この製品の製造時期は本体の背面に表示されております。

74ページの「トラブルシューティング」に従ってお調べください。それでもなお異常のあるときは、使用を中止し、お買
い上げの販売店に修理をご依頼ください。このとき不具合の発生したディスクなどのメディアもご用意ください。

78

コンパクトディスクレコーダー

XL-R1
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お買い上げ販売店にアフターサービスをご依頼になれない場合は、
下記の「業務機器専用ご相談窓口」にご相談ください。
全国のビクターサービス窓口がバックアップ致します。

● 業務機器の修理・保守についてのご相談窓口
  ビクターサービスエンジニアリング株式会社

拠　　点　　名

  

T E L

  

〒 所　　在　　地

  

業務機器ビクターサービス窓口案内

(011)898-1180 〒004-0005

(022)287-0163 〒984-0011

(03)5631-2235 〒131-0041
(048)649-2811 〒330-0855
(045)450-6215 〒221-0031

(0568)25-3237 〒481-0041

(06)6304-6715 〒532-0027

(082)243-9839 〒730-0825

(092)707-0500 〒812-0031

(045) 450-8950 〒221-8528

札幌市厚別区厚別東五条1-2-29

仙台市若林区六丁の目西町7-13

東京都墨田区八広五丁目11-1

さいたま市大宮区上小町447-4

横浜市神奈川区新浦島町1-1-25 
テクノウェイブ100ビル17F

愛知県北名古屋市九之坪鴨田121-1

大阪市淀川区田川2-4-28

広島市中区光南3-9-17

福岡市博多区沖浜町11番10号
サンイースト福岡1F

横浜市神奈川区守屋町3-12 

(0120) 2828-17（フリーダイヤル）  

携帯電話、PHSなどからのご利用は下記の番号へおかけ願います。

北海道支社エンジニアリングセンター

東北支社エンジニアリングセンター

エンジニアリング
統括部

中部支社エンジニアリングセンター

近畿支社エンジニアリングセンター

中四国支社エンジニアリングセンター

九州支社エンジニアリングセンター

C S セ ン タ ー

関東エンジニアリングセンター

横浜エンジニアリングセンター

● ビクター製品についてのご相談窓口

お客様ご相談センター

平成20年7月1日現在・所在地、電話番号が変更になる場合がございますので予めご了承ください。

こころのかよう
　　　　サービス

サービスネットワーク   BS  9004

(0708)

北　海　道

東 北

近 畿

関東・甲信越

静岡・東海・北陸

中国・四国

九州・沖縄
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